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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2019 年度） 

植物の光合成と呼吸のはたらきを調べるため，次の実験１，２を行った。 

実験１ 鉢植えのホウセンカを１つ用意し，次の実験を行った。 

[1] 大きさがほぼ同じ葉を２枚選び，葉Ⅰ，Ⅱとした。それぞれの

葉について，図１のように，光が直接当たるように何もおおわな

い部分と，両面を紙またはアルミニウムはくでおおった部分の

３つの部分に分けた。 

図１ 

 

[2] このホウセンカを鉢ごと暗室に１日置いた後，葉Ⅰを切り取った。次に，葉Ⅱに光が直接当たる

ように鉢を明るい所に置き，２時間後，葉Ⅱを切り取った。切り取った葉Ⅰ，Ⅱについては，それ

ぞれ切り取ってすぐに，あたためたエタノールに入れた後，ヨウ素液にひたして色の変化を調べた。

表は，このときの結果をまとめたものである。 

表 

 

実験２ 実験１と同じような鉢植えのホウセンカと，大型の試験管Ｓ～Ｕを用いて，次の実験を行った。

なお，それぞれの試験管には，息を吹き込んで緑色になったＢＴＢ溶液が，寒天でやわらかく固めら

れ，それぞれの試験管の底からおおよそ 20㎜の高さまで入っている。 

[1] 大きさがほぼ同じ葉を３枚切り取り，Ｓ～Ｕに葉を１枚ず

つ入れゴム栓をして密閉し，図２のように，Ｓはそのまま，Ｔ

とＵの外側は実験１と同じ種類の紙またはアルミニウムはく

でそれぞれおおった。 

[2] Ｓ～Ｕに，実験１[2]の葉Ⅱに当てた光と同じ明るさの光を

当てた。しばらくすると，Ｓの中の寒天で固めたＢＴＢ溶液

の色が上部から青色に変化しはじめた。青くなった部分の寒

天の厚さが３㎜に達したとき，ＴとＵの外側をおおっている

ものをはずして，それぞれの中の寒天のようすを調べた。図

３は，このときの結果をまとめたものである。 

図２ 

 



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2019 年度 

2 

なお，Ｓ～Ｕに葉を入れ

ずに，ゴム栓で密閉し光を

当てても，寒天で固めたＢ

ＴＢ溶液の色は変化しな

かった。 

図３ 

 

問１ 下線部について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 下線部の目的を，ア～エから選びなさい。 

ア 染色 イ 脱色 ウ 中和 エ 消毒 

(2) 次の文は，エタノールをあたためるときに注意しなければならないことについて述べたものである。 

    に当てはまる語句を書きなさい。 

エタノールは，引火することがあるので，火で          。 

問２ 実験１について，次の文の①～③の｛   ｝に当てはまるものを，それぞれア，イから選びなさい。 

この実験を行う場合，葉はどの部分でも同じように光合成を行うことができることを確認したいときは，

次の実験を行うとよい。 

 実験１[1]において，もう一枚，葉Ⅰ，Ⅱとほぼ同じ大きさの葉を選び，その葉の両面を，①｛ア すべてア

ルミニウムはくでおおって  イ そのまま何もおおわないで｝おく。次に，実験１[2]において，葉Ⅱと同じ

操作を行い，葉の②｛ア 全体  イ 一部｝が③｛ア 青紫色に変化する  イ 変化しない｝ことを確か

める。 

問３ 実験２について，次の(1)，(2)に答えなさい。ただし，呼吸によって葉から出る二酸化炭素の量は，明るさに

関係なく常に一定であり，呼吸により出た二酸化炭素を光合成に使うことができるものとする。 

(1) 試験管Ｓの寒天の色が青色に変化した理由と，試験管Ｕの寒天の色が黄色に変化した理由として最も適

当なものを，それぞれア～エから選びなさい。 

ア 葉が二酸化炭素を使ったことにより，寒天の中の二酸化炭素が減少したため。 

イ 葉が酸素を使ったことにより，寒天の中の酸素が減少したため。 

ウ 葉が二酸化炭素を出したことにより，寒天の中の二酸化炭素が増加したため。 

エ 葉が酸素を出したことにより，寒天の中の酸素が増加したため。 

(2) 試験管Ｔにおいて，光合成により葉が使った二酸化炭素の量をＸ，呼吸により葉が出した二酸化炭素の量

をＹとするとき，ＸとＹの関係を表したものとして最も適当なものを，Ⅰ群のア～ウから選びなさい。さら

に，試験管Ｓにおいて，光合成により葉が使った二酸化炭素の量をＺとするとき，ＸとＺの関係を表したも

のとして最も適当なものを，Ⅱ群のカ～クから選びなさい。 

［Ⅰ群］ ア Ｘ＞Ｙ イ Ｘ＝Ｙ ウ Ｘ＜Ｙ 

［Ⅱ群］ カ Ｘ＞Ｚ キ Ｘ＝Ｚ ク Ｘ＜Ｚ 
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問４ 次の文は，実験１，２の結果から，ホウセンカが日当たりがよいとよく成長することについて説明し

たものである。実験１，２の結果からわかることにそれぞれふれて，説明が完成するように，     に

当てはまる語句を書きなさい。 

実験１，２の結果から，日当たりがよいほど，         ことがわかるので，ホウセンカは日当た

りがよいと光合成をさかんに行い，よく成長すると考えることができる。 

 

問１ 
(1)   

(2)  

問２ 

①  

②  

③  

問３ 

(1) 
試験管Ｓ  

試験管Ｕ  

(2) 
Ⅰ群  

Ⅱ群  

問４  

 

問１ 

(1) イ 

(2) 
例 

直接加熱してはいけない 

問２ 

① イ 

② ア 

③ ア 

問３ 

(1) 
試験管Ｓ ア 

試験管Ｕ ウ 

(2) 
Ⅰ群 ア 

Ⅱ群 ク 

問４ 
例 

より多くの二酸化炭素を使い，デンプンをたくさんつくる 

 

問１ 

 (1) あたためたエタノールに入れて葉を脱色することで，ヨウ素液にひたしたときの色の変化が観察しやすく

なる。 

(2) エタノールは引火しやすいので，エタノールを入れたビーカーなどの容器を，熱湯を入れた容器に入れて

あたためるようにする。 

問２ 葉をそのまま何もおおわないでおくと，光が当たれば，葉のどの部分でも光合成を行うことができると考

えられる。この葉の結果を葉Ⅱの結果と比較することで，葉Ⅱの紙やアルミニウムはくでおおった部分も，光

が当たっていれば，同じように光合成を行うことができることを確認することができる。 
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問３ 

(1) 二酸化炭素は水にとけると酸性の性質を示すので，ＢＴＢ溶液の色は黄色に変化する。試験管Ｓの葉は，

光が当たっているので，光合成のはたらきにより，寒天の中の二酸化炭素が減少したことがわかる。また，

試験管Ｕでは，光が当たらないため，葉は光合成を行わずに呼吸だけを行うので，寒天の中の二酸化炭素

は増加する。 

(2) 試験管Ｔでは，寒天が一部青色に変化していることから，寒天の中の二酸化炭素が減少していることがわ

かる。したがって，光合成によって使われた二酸化炭素の量（Ｘ）のほうが，呼吸によって出される二酸化

炭素の量（Ｙ）よりも多いと考えられる。 

 試験管Ｓと試験管Ｔの結果を比べると，試験管Ｓのほうが，青色になった部分が厚い。したがって，試験

管Ｓのほうが，光合成によって使われた二酸化炭素の量が多いことがわかる。 

問４ 実験１の葉Ⅱの結果（何もおおわない部分と紙でおおった部分）から，日当たりがよいほうが，つくられ

るデンプンの量が多いことがわかる。また，実験２の試験管Ｓと試験管Ｔの結果から，日当たりがよいほう

が，使われる二酸化炭素が多いことがわかる。これらのことから，日当たりがよいほど，光合成はさかんに

なり，植物の成長に必要な養分が多くつくられ,植物がよく成長すると考えることができる。 

 



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2019 年度 

5 

【過去問 2】 

次の資料は，リカさんが植物について調べたノートの一部である。あとの問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2019 年度） 

資料 

調査１ コケ植物とシダ植物 

学校周辺でスギゴケとイヌワラビを観察して，スケッチした。図１は

スギゴケの，図２はイヌワラビのスケッチである。次に，それぞれの特

徴について調べた。 

【調べ学習】 

・スギゴケには，図１のａがある雌株と，ａがない雄株の２種類の株が

ある。 

・ イヌワラビには葉・茎・根の区別があるが，スギゴケにはその区別が

ない。図１のｂは  ①  といい，  ②   という役割がある。 

図１ 図２ 

  

調査２ 種子植物のなかま 

身近な植物であるイネ，ツユクサ，タンポポ，アサガオ，エンドウ，アブラナについて調べ，なか

ま分けを行った。 

【調べ学習】 

・イネとツユクサは 葉脈が平行脈で，根がひげ根という特徴をもつ。 

・タンポポ，アサガオ，エンドウ，アブラナは葉脈と根の特徴は共通するが， 花弁のつくりは，タ

ンポポやアサガオと，エンドウやアブラナとでは，ちがいがある。 

調査３ 植物の分類 

スギ，イチョウについても特徴

を調べ，調査１，２の植物をふく

めて，図３のようにＡ～Ｆのなか

まに分けた。 

図３ 

 

問１ 調査１について，次のア～ウに答えなさい。 

ア 図１のａの名称を書きなさい。 

イ 下線部  について，図２のｃ～ｇを区別したものとして最も適切なものを，次の１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 

１ ｃは葉，ｄ・ｅは茎，ｆ・ｇは根である。 

２ ｃは葉，ｄ・ｅ・ｆは茎，ｇは根である。 

３ ｃ・ｄは葉，ｅ・ｆは茎，ｇは根である。 

４ ｃ・ｄ・ｅは葉，ｆは茎，ｇは根である。 

ウ  ①  に入る適切な語と，  ②   に入る適切な内容を書きなさい。 
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問２ 調査２について，次のア，イに答えなさい。 

ア 下線部  の特徴をもつなかまの名称を書きなさい。 

イ 下線部  について，ちがいがわかるように，それぞれの花弁のつくりの特徴を書きなさい。 

問３ 調査３について，Ａ～Ｆを分類したものとして最も適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ ２ ３ ４ 

    

 

問１ 

ア  

イ  

ウ 

①  

②  

問２ 

ア  

イ 

タンポポや

アサガオ 
 

エンドウや

アブラナ 
 

問３  

 

問１ 

ア 胞子のう 

イ ４ 

ウ 

① 仮根 

② 
例 

からだを地面に付着させる 

問２ 

ア 単子葉類 

イ 

タンポポや

アサガオ 

例 

１枚につながっている。 

エンドウや

アブラナ 

例 

１枚１枚離れている。 

問３ ２ 

 

問１ 

 ア 図１はスギゴケの雌株をかいたもので，ａは胞子のうである。 

イ 葉は図２のｃ，ｄ，ｅである（ｄは若い葉，ｅは葉の柄）。イヌワラビなどの多くのシダ植物では，茎は地

下にあり，図２ではｆが茎で，ｇは根である。ｄの若い葉は，成長するとｃやｅのようになる。 

ウ コケ植物には葉，茎，根の区別はない。根のように見える図１のｂは仮根といって，からだを地面などに

付着させる役割がある。 
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問２ 

 ア 種子植物は，裸子植物と被子植物に分けられる。被子植物は子葉が１枚である単子葉類と子葉が２枚であ

る双子葉類に分けられるが，このうち単子葉類は，葉脈が平行脈で，根がひげ根，茎の維管束は散らばってい

るという特徴をもつ。なお，双子葉類は，葉脈が網状脈で，根が主根と側根からなり，茎の維管束は輪状に並

ぶという特徴をもつ。 

イ タンポポ，アサガオ，エンドウ，アブラナは双子葉類である。双子葉類は，タンポポやアサガオなどの花弁

が１枚につながっている合弁花類と，エンドウやアブラナなどの花弁が１枚１枚離れている離弁花類に分け

られる。 

問３ 図３のＡはコケ植物，Ｂはシダ植物で，これらは胞子によってふえる（種子をつくらない）植物である。Ｃ

～Ｆは種子をつくってふえる種子植物で，このうちＣ～Ｅは，胚珠が子房の中にある被子植物，Ｆは子房がな

く胚珠がむき出しである裸子植物である。なお，問２の解説で述べたように，Ｃは単子葉類，Ｄは双子葉類の

中の合弁花類，Ｅは双子葉類の中の離弁花類である。 

よって，２のように，種子をつくる植物をまずＦ（裸子植物）とそれ以外の被子植物に分け，次にＣ（単子葉

類）とそれ以外の双子葉類に分けて，最後に双子葉類をＤ（合弁花類）とＥ（離弁花類）に分けるのが適切で

ある。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2019 年度） 

問４ 右の図のように，アサガオの花弁はつながっています。ア～エのうち，花弁のつ

くりが，アサガオと同じ植物の組み合わせとして最も適当なものはどれですか。一

つ選び，その記号を書きなさい。 

    

 

ア アブラナとエンドウ イ エンドウとタンポポ  

ウ タンポポとツツジ エ アブラナとツツジ 

 

問４  

 

問４ ウ 

 

問４ アサガオの花は花弁が１つにくっついていて，合弁花という。タンポポとツツジは合弁花。タンポポの花

は一見 1つの花のように見えるが，１本の茎の先に，たくさんの花が 1つにまとまって咲いている。１つの

花では，５枚の花弁がくっついている。ツツジの花弁は先が切れているように見えるが，もとの部分はくっ

ついている。 

 



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2019 年度 

9 

【過去問 4】 

再生可能なエネルギー資源の活用方法として期待されているバイオマス発電について興味を持ち，次のような資

料収集を行いました。これについて，あとの問いに答えなさい。 

（岩手県 2019 年度） 

資 料 

 バイオマス発電の燃料は，植物などの生物体（バイオマス）の有機物を原料として得られたエタノ

ールやメタンである。 

 のエタノールは，トウモロコシなどの果実にふくまれるデンプンを原料として，次のようにして

つくられる。 

 
① トウモロコシなどの葉の葉緑体で光合成が行われ，二酸化炭素と水からつくられたデンプ

ンなどの養分が，果実に運ばれる。 

② デンプンは，ヒトの消化液にもふくまれている消化酵素によって分解されて麦芽糖にな

り，さらに分解されてブドウ糖になる。 

③ ②で得られたブドウ糖を，微生物のはたらきによってエタノールにつくりかえる。 

 

 のメタンは，生ごみや家畜の排せつ物などを原料として，微生物のはたらきによってつくられる。 

  ，  で得られたエタノールやメタンを燃焼させて発電する。 

  の発電で排出された二酸化炭素は，光合成によって再び植物に取り込まれる。 

問１  の①で，葉の葉緑体でつくられたデンプンなどの養分は，茎の中のどの管を通って果実に運ばれます

か。ことばで書きなさい。 

 

問１  

 

問１ 師管 

 

問１ 植物の維管束のうち，葉の葉緑体でつくられたデンプンなどの養分が通るのは師管。一方，水や水にとけて

いる養分などが通るのは道管である。 
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【過去問 5】 

陽子さんは，植物の蒸散について興味をもち，調べた。次の問いに答えなさい。 

（山形県 2019 年度） 

問１ 次は，陽子さんが，蒸散と植物のからだにおける水の移動とのかかわりについて調べ，まとめたものであ

る。 ａ  ， ｂ  にあてはまる語を，それぞれ書きなさい。また， ｃ  にあてはまる物質名を書きな

さい。 

植物は，葉の  ａ  の開閉によって蒸散の量を調節している。植物は，蒸散などのはたらきによって，

根から水を吸い上げている。吸い上げられた水は，根，茎，葉にある  ｂ  の中の道管を通って，から

だ全体に運ばれる。 ｂ  は，シダ植物と種子植物にはあるが，コケ植物にはない。 

光合成に必要な  ｃ  は， ａ  を通して空気中からとり入れられる。 ｃ  と水を材料に，光合成

でデンプンなどがつくられる。 

問２ 陽子さんは，葉の部分からの蒸散によって吸い上げられる水の質量を調べるために，次の①～⑤の手順で

実験を行った。表は，実験結果である。あとの問いに答えなさい。ただし，ワセリンは水や水蒸気をまった

く通さないものとする。 

【実験】 

① 葉の枚数が同じで，葉の大きさ，枝の太さが同じようなツバキの枝Ａ，Ｂを用意した。また，枝と同じ

太さのガラス棒を用意した。 

② 枝Ａはすべての葉の表側と裏側にワセリンを塗り，枝Ｂは何も処理しな

かった。 

③ 50mLの水が入った三角フラスコを三つ用意し，枝Ａ，Ｂ，ガラス棒をそ

れぞれ入れた。 

④ ③の三角フラスコについて，全体の質量をそれぞれ電子てんびんではか

った。図は，枝Ａを入れた三角フラスコ全体の質量をはかる様子を表した

模式図である。 

⑤ ③の三角フラスコを日光が当たる場所に並べて置き，１時間後に，再び

全体の質量をそれぞれはかった。 

図 

 

表 

 枝Ａ 枝Ｂ ガラス棒 

実験開始時の全体の質量〔ｇ〕 123.80 123.60 124.05 

１時間後の全体の質量〔ｇ〕 123.35 121.05 123.85 

(1) 枝Ａを入れた三角フラスコ全体の質量が変化した原因として適切なものを，次のア～エから二つ選び，記

号で答えなさい。 

ア 水面から水が蒸発したこと。 イ 葉の表側から水が蒸散したこと。 

ウ 葉の裏側から水が蒸散したこと。 エ 葉以外の枝の部分から水が蒸散したこと。 
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(2) 次は，陽子さんが，表をもとに考えたことをまとめたものである。 ｄ  にあてはまる数値を，小数第

２位を四捨五入して，小数第１位まで求めなさい。 

実験結果から，葉の部分からの蒸散によって吸い上げられた水の質量は  ｄ  ｇであると考えられ

る。 

 

問１ 

ａ  

ｂ  

ｃ  

問２ 
(1)   

(2)  

 

問１ 

ａ 気孔 

ｂ 維管束 

ｃ 二酸化炭素 

問２ 
(1) ア エ 

(2) 2.1 

 

問１ 根から吸い上げられた水は，維管束の中の道管を通って茎，葉と運ばれ，おもに葉の表皮にある三日月形の

細胞に囲まれたすきま（気孔）から，水蒸気になってからだの外に出される。維管束は，種子植物やシダ植物

にはあるが，コケ植物にはない。コケ植物は，体の表面全体から水を吸収している。光合成は葉緑体で行われ

るはたらきであり，光のエネルギーを使って，水と二酸化炭素から養分（デンプンなど）と酸素がつくられる。 

問２ 

(1) 図のように，三角フラスコ内の水の水面には油が注がれていたり，栓がしてあったりなどしないため，時

間がたつと水面から水が蒸発し，空気中に出ていく。また，枝Ａは葉の表側と裏側にワセリンを塗ったた

め，これらの部分では蒸散が行われないが，葉以外の枝の部分からは蒸散が行われる。ふつう，葉以外の

部分で行われる蒸散の量は，葉で行われる蒸散の量よりも小さい。 

(2) (1)の解説で述べたように，蒸散は葉以外の枝の部分からも行われる。したがって，表の枝Ａにみられる 1

時間後の全体の質量の変化は，（枝の部分からの蒸散が行われた水の質量）＋（水面から蒸発した水の質量）

…①という値を示しており，この量は 123.80－123.35＝0.45〔ｇ〕である。同様に，表の枝Ｂにみられる 1

時間後の全体の質量の変化は，枝Ｂは何も処理しなかったとあることから，（葉の部分からの蒸散が行われ

た水の質量）＋（枝の部分からの蒸散が行われた水の質量）＋（水面から蒸発した水の質量）…②という値

を示しており，この量は 123.60－121.05＝2.55〔ｇ〕である。よって，葉の部分からの蒸散が行われた（吸

い上げられた）水の質量は，②－①より，2.55－0.45＝2.1〔ｇ〕となる。 
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【過去問 6】 

次の実験について，問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2019 年度） 

実験１ 

十分に光を当てたオオカナダモから葉をとり，

図１のように，熱湯で温めたエタノールの中に５

分間入れて，葉の緑色を脱色した。この葉をピン

セットでよく水洗いしてスライドガラスにのせ，

ヨウ素液をたらした。10分後にカバーガラスをか

け，顕微鏡で観察した。 

図１ 

 

結果１ 

葉の細胞には，ヨウ素液によって色が変化した小さな粒が多く観

察できた。図２は観察した葉の細胞をスケッチしたものである。 

実験２ 

Ⅰ 青色のＢＴＢ溶液に呼気を吹き込んで緑色にし，これを３本の

試験管Ａ～Ｃに入れた。 

図２ 

 

Ⅱ 図３のように，試験管ＡとＢにはオオカナダモを入れ，３本の

試験管をゴム栓で密閉した。また，試験管Ｂは試験管に光が当た

らないようにアルミニウムはくを巻いた。 

Ⅲ ３本の試験管を十分に明るい場所に置き，30 分後にＢＴＢ溶

液の色を観察した。 

結果２ 

 

図３ 

 

問１ 結果１の下線部について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① 色が変化した後の小さな粒の色と，その粒に含まれ色が変化した物

質の組み合わせとして正しいものを，次のア～エの中から１つ選びな

さい。 

② この小さな粒を何というか。書きなさい。 

 色 物質 

ア 赤色 ＤＮＡ 

イ 赤色 デンプン 

ウ 青紫色 ＤＮＡ 

エ 青紫色 デンプン 

問２ 実験２について，試験管Ｃを用意して実験を行った理由は何か。試験管Ａと試験管Ｃを比較し，光，オオ

カナダモという２つのことばを用いて，「試験管Ａの溶液の色の変化は，」という書き出しに続けて書きなさ

い。 
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問３ 次の文は，結果２について考察したものである。Ｘ～Ｚにあて

はまることばの組み合わせはどのようになるか。次のア～カの中

から１つ選びなさい。 

試験管Ａでは，溶液中の二酸化炭素が  Ｘ  したため，

溶液が  Ｙ  性に変化したと考えられる。試験管Ｂでは，

溶液中の二酸化炭素が  Ｚ  したため，試験管Ａとは異な

る結果になったと考えられる。 

    

 Ｘ Ｙ Ｚ 

ア 減少 酸 増加 

イ 減少 中 増加 

ウ 減少 アルカリ 増加 

エ 増加 酸 減少 

オ 増加 中 減少 

カ 増加 アルカリ 減少 

    

 

問１ 
①  

②  

問２ 

試験管Ａの溶液の色の変化は， 

 

問３  

 

問１ 
① エ 

② 葉緑体 

問２ 

試験管Ａの溶液の色の変化は， 

光を当てただけでは起こらず，オオカナダモのはたらきによることを確認するため。 

問３ ウ 

 

問１ ①，② 葉の細胞には，葉緑体という粒が数多くある。光合成は葉緑体で行われるので，葉緑体には光合成

によってつくられるデンプンなどの養分が含まれる。デンプンがあるところはヨウ素液によって青紫色に変化

するので，葉緑体が青紫色になって見える。 

問２ 試験管Ａと試験管Ｃは，オオカナダモの有無だけが異なっている。このように，１つの条件だけを変え，他

を同じにして行う実験を，対照実験という。対照実験を行って結果をくらべ，ちがいが生じていると，その原

因は変えている条件にあったといえる。ここでは，試験管ＡではＢＴＢ溶液が緑色から青色に変化し，試験管Ｃ

ではＢＴＢ溶液の色は緑色のままという結果となっている。この結果のちがいは，２本の試験管のちがいである，

試験管Ａの中のオオカナダモによるということがいえる。もし，試験管Ｃを用意しなかった場合，試験管Ａの

ＢＴＢ溶液の色の変化がオオカナダモによるのか，光を当てたことによるのかがわからない。 

問３ 実験２のⅠでは，青色のＢＴＢ溶液（アルカリ性）に呼気を吹き込んで，呼気の中の二酸化炭素を溶かして緑

色（中性）に調整している。試験管Ａでは，オオカナダモが溶液中の二酸化炭素を使って光合成をさかんに行

い，溶液中の二酸化炭素が減少したので，ＢＴＢ溶液がもとの青色にもどったと考えられる。一方，試験管Ｂは

アルミニウムはくをかぶせて光が当たらないようにしたので，光合成は行われず，呼吸だけが行われる。この

ため，ＢＴＢ溶液中の二酸化炭素が増加して酸性になり，黄色になったと考えられる。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2019 年度） 

問３ 花のつくりを調べると，植物の種類によって共通する点やちがう点が見られる。図１のアブラナの花のつ

くりを調べるために，花の外側から順にはずして並べたところ，図２のようになった。 

 アブラナと同じように花弁がたがいに離れている植物を，ア～エの中から一つ選んで，その記号を書きな

さい。 

図１ 図２ 

  

ア ツツジ イ サクラ ウ タンポポ エ アサガオ 

 

問３  

 

問３ イ 

 

問３ アブラナやサクラの花は，花弁がたがいに離れており，離弁花という。ツツジ，タンポポ，アサガオなどの

花は，花弁がくっついており，合弁花という。 

なお，タンポポの花はたがいに離れた多くの花弁があるように見えるが，花弁のように見えるものは実際には

１つの小さい花で，そのような小さい花が多数集まってタンポポの花全体を形づくっている。１つの小さい花

では５枚の花弁がくっついているので，タンポポの花は合弁花である。 
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【過去問 8】 

植物のはたらきについて調べるために，次の実験(1)から(5)を順に行った。 

(1) 青色のＢＴＢ溶液にストローで息を吹き込んで緑色のＢＴＢ溶液をつくり，４本の試験管に入れ，

試験管Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとした。 

(2) 試験管Ａ，Ｂは，空気が入らないように注意しながらその

ままゴム
せん

栓をした。 

(3) 試験管Ｃ，Ｄには，同じ長さのオオカナダモを入れ，空気

が入らないように注意しながらゴム栓をした。 

(4) 試験管Ｂ，Ｄを，アルミニウムはくで完全におおった。 

 図１は，このときの４本の試験管について，その中のよう

すがわかるように模式的に表したものである。 

図１ 

 

(5) 試験管Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに十分に光を当て，溶液の色を調べ

た。表は，その結果をまとめたものである。また，このとき試

験管Ｃでは，オオカナダモの葉から気泡がさかんに発生して

いることが観察された。 
 

このことについて，次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2019 年度） 

問１ 試験管Ａ，Ｂを用意したのは，試験管Ｃ，Ｄで見られた溶液の色の変化が，次のどれによることを確かめ

るためか。 

ア オオカナダモ イ 吹き込んだ息 ウ ＢＴＢ溶液 エ 光 

問２ 次の      内の文章は，実験(5)について，試験管Ｃで起きたことについて述べたものである。①，②，

③に当てはまる語をそれぞれ（   ）の中から選んで書きなさい。 

気泡に多く含まれている気体は①(酸素・二酸化炭素)である。また，溶液中の②(酸素・二酸化炭素)が

③(減少・増加)したため，溶液が青色になった。 

問３ 次のうち，実験(1)から(5)によってわかることはどれか。 

ア 呼吸には酸素が必要なこと イ 光合成には二酸化炭素が必要なこと 

ウ 光合成には光が必要なこと エ 明るいところでは呼吸をしていないこと 

 

問１  

問２ 

①  

②  

③  

問３  
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問１ ア 

問２ 

① 酸素 

② 二酸化炭素 

③ 減少 

問３ ウ 

 

問１ 試験管Ａと試験管Ｃを比べると，オオカナダモがあるか，ないかという条件だけが異なっている。また，ア

ルミニウムはくをかぶせた試験管Ｂと試験管Ｄを比べると，やはりオオカナダモの有無の条件だけが異なって

いる。このように，１つの条件だけを変え，他の条件を同じにして行う実験を，対照実験という。つまり，こ

こでは試験管Ａは試験管Ｃの対照実験で，試験管Ｂは試験管Ｄの対照実験である。対照実験を行うと，結果の

違い（ここでは，試験管ＣとＤでの溶液の色の変化）が，条件の違い（ここでは，オオカナダモの有無）によ

るものであることが確かめられる。 

問２ 試験管Ｃでは，十分に光を当てられたことによってオオカナダモは光合成をさかんに行い，酸素（①）を多

く含んだ気泡が発生する。このとき，光合成の材料の１つとして溶液中の二酸化炭素（②）が使われて減少す

る（③）。二酸化炭素が減少することで，二酸化炭素がとけ込んで酸性となり黄色を示していたＢＴＢ溶液の色

は，息を吹き込む前の青色にもどる。 

問３ オオカナダモを入れた試験管Ｃと試験管Ｄは，アルミニウムはくでおおっているかどうかだけを変えて実験

を行っているので，光の条件だけを変えた対照実験と考えることができる。よって，ここでは，光の条件がオ

オカナダモのはたらきにどのような影響を与えるか，ということがわかるので，ウが正しい。アやイのことを

対照実験によって確かめるためには，試験管Ｃとそれぞれ酸素や二酸化炭素の条件を変えた試験管を用意する

ことが必要である。なお，オオカナダモは実際には明るいところでも呼吸をしているのでエの選択肢の内容は

誤っているが，実験(1)から(5)の内容だけでは，エが正しいか誤りかを判断することはできない。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2019 年度） 

問１ アブラナの花のつくりを調べ，外側についているものから順に並べたとき，次の  ①  ～  ③  に当て

はまるものを，ア～ウからそれぞれ選びなさい。 

 ①  →  ②  →  ③  →めしべ 

ア 花弁 イ おしべ ウ がく 

 

問１ ①  ②  ③  

 

問１ ① ウ ② ア ③ イ 

 

問１ アブラナの花は，外側から，がく→花弁→おしべ→めしべの順についている。 
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【過去問 10】 

次の各問に答えなさい。 

（埼玉県 2019 年度） 

問３ イヌワラビとゼニゴケに共通している点を，次のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 維管束がない。 

イ 根，茎，葉の区別がある。 

ウ 胞子でふえる。 

エ 雄株と雌株がある。 

 

問３  

 

問３ ウ 

 

問３ イヌワラビなどのシダ植物とゼニゴケなどのコケ植物は，ともに胞子でふえる。一般に，シダ植物には維管

束があり，コケ植物には維管束がないので，アは間違い。シダ植物には根，茎，葉の区別があり，コケ植物に

は根，茎，葉の区別がないので，イは間違い。シダ植物には雄株と雌株の区別はなく，コケ植物には雄株と雌

株があるので，エは間違い。 
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【過去問 11】 

水中で生活している
び

微
しょう

小な生物を調べるため，池の水の採集を行い，また，集めた池の水の観察を行いまし

た。これに関して，あとの問いに答えなさい。 

（千葉県 2019 年度 後期） 

採集 

図１のプランクトンネットを用いて，図２のように池で１回引いて，採集容器内に池の水を集めた。そ

の後，採集容器の
せん

栓を開け，集めた池の水をビーカーに入れた。 

図１ 

 

図２  
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観察 

集めた池の水を顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察したところ，図３のミカヅキモを見る

ことができた。さらに観察を続けると，図４のように，
たい

体
さい

細
ぼう

胞
ぶん

分
れつ

裂によ

ってなかまをふやした。 

図３ 

 

図４ 

 

問２ 採集の池の水の集め方では，ミカヅキモ以外の水中の微小な生物は採集できなかった。プランクトンネッ

トを用いて，この池にいるミカヅキモ以外の水中の微小な生物を採集する方法として，次のア～エのうちか

ら適当でないものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア プランクトンネットを引く深さを変える。 

イ プランクトンネットで採集する季節を変える。 

ウ プランクトンネットの網目の大きさを大きいものにする。 

エ プランクトンネットを引く回数を増やす。 

問３ 観察の下線部について，低倍率で観察後，レボルバーを回して高倍率の対物レンズにかえたときに，見え

る
はん

範
い

囲と視野全体の明るさはどのように変化するか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，そ

の符号を書きなさい。 

ア 見える範囲はせまくなり，視野全体は暗くなる。 

イ 見える範囲はせまくなり，視野全体は明るくなる。 

ウ 見える範囲は広くなり，視野全体は暗くなる。 

エ 見える範囲は広くなり，視野全体は明るくなる。 

 

問２  

問３  

 

問２ ウ 

問３ ア 

 

問２ プランクトンネットの網目を大きくすると，微小な生物がすり抜けやすくなってしまう。 

問３ 倍率を高くすると，観察物が大きく見えるかわりに見える範囲はせまくなる。また，入ってくる光の量が少

なくなるため，視野全体は暗くなる。 
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【過去問 12】 

光があたるときとあたらないときの植物のはたらきを調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，

あとの問１～問４に答えなさい。 

（千葉県 2019 年度 前期） 

実験１ 

① 図のように，ピンチコック付きのゴム管を取り付け

たポリエチレンの袋で
はち

鉢植えの植物の葉と
くき

茎の部分

をおおい，すきまから袋の中の空気が出入りしないよ

うにしっかりと
ふう

封をした。 

② ピンチコックを開いてゴム管から袋の中に息をふ

きこんだ後，ピンチコックを閉じた。これを実験の装

置とした。 

③ 光のあたるところにこの装置を置き，置いた直後と

１時間後の袋の中の酸素，二酸化炭素の体積の割合を

気体検知管で測定した。また，光のあたらないところ

にこの装置を置き，置いた直後と１日後の袋の中の酸

素，二酸化炭素の体積の割合を気体検知管で測定し

た。表は，測定した結果をまとめたものである。 

図 

 

表 

 

気がついたこと 

ポリエチレンの袋の内側に
すい

水
てき

滴がついていた。 

実験２ 

実験１のピンチコック付きのゴム管を取り付けたポリエチレンの袋を用意し，袋の中に何も入れずに

封をしてから息をふきこみ，実験１の③の操作を行った。その結果，光のあたるところに置いたときも光

のあたらないところに置いたときも，置いた直後の袋の中の酸素の体積の割合は 19.0％，二酸化炭素の

体積の割合は 2.5％だった。その後，これらの
あたい

値はどちらも変化しなかった。 

問１ 実験１で，光のあたるところにこの装置を置いて１時間後の植物の葉を，エタノールで
だっ

脱
しょく

色した後，ヨ

ウ素液（ヨウ素
よう

溶
えき

液）につけて観察したところ，葉が
あお

青
むらさき

紫 色に
せん

染
しょく

色された。青紫色に染色されたことから

わかる，この植物の葉にある物質は何か。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を

書きなさい。 

ア タンパク質 イ デンプン ウ 二酸化炭素 エ 酸素 
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問２ 次の文章は，実験１について述べたものである。文章中の  ａ  ～  ｄ  にあてはまるものの組み合わ

せとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

光のあたるところでは，袋の中の酸素が増え二酸化炭素が減った。これは，袋の中の植物が  ａ  を行

うことによって出入りする気体の量よりも， ｂ  を行うことによって出入りする気体の量が多いからで

ある。光のあたらないところでは，袋の中の二酸化炭素が増え酸素が減った。これは，袋の中の植物が  ｃ  

を行わないときでも， ｄ  は行われているからである。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

ア 光合成 呼 吸 光合成 呼 吸 

イ 光合成 呼 吸 呼 吸 光合成 

ウ 呼 吸 光合成 光合成 呼 吸 

エ 呼 吸 光合成 呼 吸 光合成 

問３ 気がついたことにある，袋の内側についた水滴は，袋の中の植物の
き

気
こう

孔から放出された水蒸気によっても

たらされたものである。植物の気孔から水蒸気が放出されることを何というか。その名称を書きなさい。 

問４ 実験２を行った理由は何か。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ふきこんだ息の酸素，二酸化炭素の体積の割合の違いによる
えい

影
きょう

響がないことを確かめるため。 

イ 光があたるところとあたらないところで温度の違いによる影響がないことを確かめるため。 

ウ 鉢の土の中にいる
び

微生物による影響がないことを確かめるため。 

エ ポリエチレンの袋からの気体の出入りによる影響がないことを確かめるため。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ イ 

問２ ウ 

問３ 蒸散 

問４ エ 

 

問１ 光をあてた植物の葉にはデンプンができている。ヨウ素液はデンプンと反応して青紫色を示す。 

問２ 植物はつねに呼吸を行い，酸素を吸収して二酸化炭素を放出しているが，光があたっているときは呼吸より光

合成をさかんに行い，二酸化炭素を吸収して酸素を放出する。よって，光のあたるところに置いた装置の袋の中

では酸素が増え，二酸化炭素が減る。 

問３ 植物が気孔から水蒸気を放出することを蒸散という。蒸散によって，植物は根から水を吸い上げたり，から

だの温度を調節したりしている。 

問４ 光合成や呼吸といった植物のはたらきによる影響を調べるのが実験の目的なので，ここでは植物が入ってい

ない袋を用意して，実験１と同じ条件で実験を行い，袋の中の気体の割合が変化しないことを確かめている。

これによって，実験１で調べた袋の中の気体の変化が，袋からの気体の出入りなどによる影響ではなく，植物

のはたらきによるものであることがわかる。 
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【過去問 13】 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2019 年度） 

問１ 図１は，ヨウ素液に浸したオオカナダモの葉の細胞を模式的に表したものである。オオカナダモの葉の細

胞には，ヨウ素液に浸して青紫色に変化した粒Ａが数多く見られた。粒Ａの特徴と，粒Ａの名称を組み合わ

せたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 粒Ａの特徴 粒Ａの名称 図１ 

 

ア 細胞でできた不要物が含まれる。 液胞 

イ 光合成を行い，デンプンをつくる。 液胞 

ウ 細胞でできた不要物が含まれる。 葉緑体 

エ 光合成を行い，デンプンをつくる。 葉緑体 
 

 

問１        

 

問１ エ 

 

問１ 光合成を行いデンプンをつくるのは葉緑体，細胞でできた不要物が含まれるのは液胞である。葉緑体ではデ

ンプンがつくられるので，ヨウ素液で青紫色に変化する。 

 



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2019 年度 

24 

【過去問 14】 

植物のつくりの観察と，遺伝の規則性を調べる実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2019 年度） 

ただし，遺伝子は親から子へ伝わるときに変化することはないものとする。 

＜観察１＞を行ったところ，＜結果１＞のようになった。 

＜観察１＞ 

花壇にエンドウの種子をまいて育て，花が咲いてから種子

ができるまでを観察した。 

(1) エンドウの花を図１のようにカッターナイフで切

り，花の断面をルーペで観察した。 

(2) (1)とは別の花の子房が果実になった後，果実を図２

のようにカッターナイフで切り，果実の断面をルーペで

観察した。 

図１ 図２ 
  

＜結果１＞ 

(1) 図３は，＜観察１＞の(1)の花の断面をスケッチした

ものである。子房の中には，小さな粒が見られた。 

(2) 図４は，＜観察１＞の(2)の果実の断面をスケッチし

たものである。果実の中には，小さな粒が成長してでき

た種子が見られた。種子には，黄色の種子と緑色の種子

があった。 

図３ 図４ 
  

問１ ＜結果１＞の図３の小さな粒の名称と，図３のように小さな粒が子房の中にある植物を組み合わせたも

のとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 図３の小さな粒の名称 図３のように小さな粒が子房の中にある植物 

ア やく マツ，イチョウ 

イ やく サクラ，ツツジ 

ウ 胚珠 マツ，イチョウ 

エ 胚珠 サクラ，ツツジ 

 

問１        

 

問１ エ 

 

問１ エンドウの子房の中には，胚珠という小さな粒がある。やくは，おしべの先にある花粉が入った袋のことで

ある。子房の中に胚珠がある植物を被子植物といい，エンドウ以外にサクラやツツジなどがある。マツやイチ

ョウなどは，子房がなく胚珠がむき出しになっている裸子植物である。 
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【過去問 15】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2019 年度） 

問１ 次の      は，顕微鏡を操作する手順について示したものである。文中の（ Ｘ ），（ Ｙ ），（ Ｚ ）

にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を答えな

さい。 

手順① 対物レンズを最も（ Ｘ ）のものにし，接限レンズをのぞきながら反射鏡を調節して，視野が最

も明るくなるようにする。 

手順② プレパラートをステージにのせ，対物レンズを横から見ながら調節ねじを回して，対物レンズと

プレパラートをできるだけ（ Ｙ ）。 

手順③ 接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し，対物レンズとプレパラートを（ Ｚ ），ピントを合

わせる。 

１ Ｘ－低倍率  Ｙ－遠ざける  Ｚ－近づけて 

２ Ｘ－低倍率  Ｙ－近づける  Ｚ－遠ざけて 

３ Ｘ－高倍率  Ｙ－近づける  Ｚ－遠ざけて 

４ Ｘ－高倍率  Ｙ－遠ざける  Ｚ－近づけて 

問３ 次の     は，Ｋさんが学校周辺で観察した植物である。そのからだのつくりに着目し，なかま分けを

したときの記述として最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

ユリ   イヌワラビ   ゼニゴケ   タンポポ   サクラ 

１ イヌワラビとゼニゴケは，根の違いだけではなかま分けができないが，維管束の違いに着目すればなかま

分けができる。 

２ ユリとタンポポは，根の違いだけではなかま分けができないが，葉脈の違いに着目すればなかま分けがで

きる。 

３ ユリとサクラは，根の違いだけではなかま分けができないが，子葉の違いに着目すればなかま分けができ

る。 

４ タンポポとサクラは，根の違いだけではなかま分けができないが，花弁の違いに着目すればなかま分けが

できる。 

 

問１ ①   ②   ③   ④ 

問３ ①   ②   ③   ④ 

 

問１ ２ 

問３ ４ 
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問１ 観察を始めるときは，顕微鏡の対物レンズを低倍率にしておいた方が広い範囲を見渡すことができ，観察す

る場所を決めるときに便利である。よって，はじめは対物レンズを最も低倍率のものにしておく。ピントを合

わせるときは，まず，対物レンズを横から見ながら調節ねじを回して，対物レンズとプレパラートをできるだ

け近づけておく。次に，接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回して，対物レンズとプレパラートを遠ざけな

がらピントを合わせるようにする。このようにするのは，対物レンズとプレパラートを近づけながらピントを

合わせた場合に，対物レンズとプレパラートがぶつかって対物レンズに傷がついたり，プレパラートをこわし

たりするおそれがあるからである。 

問３ ユリは被子植物の単子葉類，イヌワラビはシダ植物，ゼニゴケはコケ植物，タンポポとサクラは被子植物の

双子葉類である。正しいものは４で，双子葉類であるタンポポとサクラはともに根は主根と側根からできてい

て，根の違いだけではなかま分けができないが，タンポポは花弁が１つにくっついている合弁花類で，サクラ

は花弁が離れている離弁花類であることから，花弁の違いでなかま分けができる。１…イヌワラビには根，茎，

葉の区別があり，維管束があるが，ゼニゴケには根，茎，葉の区別がなく，維管束がないので，間違い。なお，

ゼニゴケには根はなく，根のように見えるつくりは仮根である。２…単子葉類のユリは根がひげ根で葉脈が平

行に通っている（平行脈）が，双子葉類のタンポポは根が主根と側根からできていて葉脈は網目状である（網

状脈）ので，根の違いだけでもなかま分けができるから間違い。３…単子葉類のユリは根がひげ根で子葉は１

枚だが，双子葉類のサクラは根が主根と側根からできていて子葉が２枚なので，根の違いだけでもなかま分け

できるから間違い。 
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【過去問 16】 

植物のはたらきを調べるために，新鮮なホウレンソウの葉を用いて，次の □Ⅰ  ～ □Ⅲ  の手順で実験を行った。

この実験に関して，あとの問１～問４に答えなさい。 

（新潟県 2019 年度） 

□Ⅰ  無色，透明なポリエチレンの袋を４つ用意し，右の図のように，袋Ａ

と袋Ｃには，新鮮なホウレンソウの葉を入れ，袋Ｂと袋Ｄには何も入れ

なかった。次に，袋Ａと袋Ｂにはストローで息を吹き込み，それぞれの

袋をふくらませ，袋Ｃと袋Ｄには空気を入れて，それぞれの袋をふくら

ませ，４つの袋を密封した，ただし，４つの袋の中の気体の量や温度の

条件は，同じになるようにした。 

□Ⅱ  袋Ａと袋Ｂを光が十分に当たるところに，袋Ｃと袋Ｄを光が当たら

ない暗いところに，それぞれ３時間置いた。 

□Ⅲ  ガラス管を使って，袋Ａ～袋Ｄの中の気体を，それぞれ石灰水に通し

て，石灰水の変化を観察した。表は，実験の結果をまとめたものである。 

 

 

問１ □Ⅰ  について，新鮮なホウレンソウの葉を入れた袋Ａに対して，新鮮なホウレンソウの葉を入れない袋Ｂ

を用いるなど，１つの条件以外を同じにして行う実験を何というか。その用語を書きなさい。 

問２ □Ⅰ  ，□Ⅱ  について，ホウレンソウの葉が呼吸を行っていることを確かめるために用いる２つの袋の組合

せとして，最も適当なものを，次のア～オから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 袋Ａと袋Ｂ イ 袋Ａと袋Ｃ ウ 袋Ａと袋Ｄ 

エ 袋Ｂと袋Ｃ オ 袋Ｃと袋Ｄ 

問３ □Ⅲ  について，袋Ｂと袋Ｃの中の気体を，それぞれ石灰水に通したところ，石灰水は白く濁った。石灰水

を白く濁らせた気体の化学式を書きなさい。 

問４ □Ⅲ  について，袋Ａの中の気体を，石灰水に通したところ，石灰水は濁らなかった。これは，袋Ａの中の

問３の気体が減少したからだと考えられる。問３の気体が減少するしくみを，「光合成」，「呼吸」という語

句を用いて書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ 対照実験 

問２ オ 

問３ ＣＯ２ 

問４ 

例 

光が十分に当たるところでは，光合成に使われる二酸化炭素の量の方が，呼吸によって

出される二酸化炭素の量よりも多いため，袋Ａの中の二酸化炭素が減少する。 

 

問１ １つの条件だけを変え，その条件以外を同じにして行う実験を，対照実験という。対照実験を行い，その結

果をくらべることで，結果のちがいが条件のちがいによって生じたものであることを確かめることができる。 

問２ ホウレンソウが呼吸を行っていることを確かめるには，ホウレンソウの葉を入れるか入れないかだけを変え，

他の条件を同じにした袋の組合せが必要である。よって，袋Ａと袋Ｂ，または袋Ｃと袋Ｄの組合せが考えられ

るが，袋Ａと袋Ｂの場合，袋Ａではホウレンソウの葉に光が当たって光合成が行われ，これにともなう気体の

出入りも発生するので，呼吸を行って二酸化炭素を出しているかどうかに注目するのが難しい。よって，袋Ｃ

と袋Ｄの組合せが最も適当である。 

問３ 二酸化炭素（化学式ＣＯ2）には，石灰水を白く濁らせる性質がある。 

問４ 植物は呼吸を１日中行って，酸素を吸収し二酸化炭素を出しているが，このとき光が当たると光合成も同時

に行って，二酸化炭素を吸収し酸素を出している。袋Ａのように光が十分に当たるところでは光合成のはたら

きの方がさかんになり，光合成のはたらきで吸収される二酸化炭素の量が，呼吸によって出される二酸化炭素

の量を上回る。その結果，袋Ａの中の二酸化炭素は減少する。 
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【過去問 17】 

生態系について，あとの問いに答えよ。 

（福井県 2019 年度） 

問２ ヒマワリやアジサイを真上から見ると，葉が重ならないようについていることがわかる。このような葉の

つき方は，光合成を行うのに，都合が良いと考えられる。その理由を簡潔に書け。 

 

問２  

 

問２ どの葉にも光がよく当たるから。 

 

問２ 葉が重なっていると，下の方についている葉には光がよく当たらないため，光を受けることのできる面積が

小さくなり，効率よく光合成を行うことができない。 
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【過去問 18】 

植物の体のつくりとそのはたらきについて調べるために，ある植物を用いて，日の当たる風通しのよい場所で

次の観察と実験を行った。問１～問３に答えなさい。ただし，実験には，葉の大きさと数，茎の太さと長さがほぼ

そろっている同じ種類の植物を使用した。 

（山梨県 2019 年度） 

〔観察１〕 図１のように，ある植物を，赤インクで着色した水を

入れたメスシリンダーにさし入れた。数時間置いた後，

茎の断面を顕微鏡で観察したところ，赤く染まった部分

が図２のように見えた。 

図１ 図２ 

  

〔観察２〕 〔観察１〕で用いた植物の，葉の表側と裏側から表皮をとり，プレパラートをつくって顕微鏡で観

察したところ，表側と裏側の両方で気孔が見られた。 

〔実験〕 ① ある植物を４本用意し，それぞれを同量の水を入れたメスシリンダーにさし入れ，水の蒸発を

防ぐため油を注いだ。 

② 図３のように，すべての葉に何もぬらないものをＡとし，Ｂ，Ｃ，Ｄの葉には，条件を変えてワ

セリンをぬった。 

③ 電子てんびんでＡ～Ｄそれぞれの質量を測定した。 

④ 数時間置いた後，電子てんびんでＡ～Ｄそれぞれの質量をふたたび測定したところ，すべてで

減少していた。減少した質量を表のようにまとめた。 

図３  

表 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

減少した質量［ｇ］ 4.3 3.4 1.3   Ｘ  

問１ 次の     は，〔観察１〕からわかったことをもとにまとめた文章である。 ⓐ  には当てはまる語句

を書き，ⓑ～ⓓには当てはまるものをア，イから一つずつ選び，その記号をそれぞれ書きなさい。 

吸い上げられた水は，維管束の中の水などの通り道である ⓐ を通り，体の各部分に運ばれていく。

観察に用いた植物は，茎の断面の観察において赤く染まった部分が輪のように並んで見えたため，ⓑ〔ア 

単子葉類 イ 双子葉類〕に分類することができる。ⓑは葉脈がⓒ〔ア 網目状  

イ 平行〕に通っており，この特徴が見られる植物には，ⓓ〔ア ツユクサ イ アサガオ〕などがある。 

問２ 〔実験〕で，Ａの実験と比較するために行ったＢ，Ｃ，Ｄの実験のように，１つの条件以外を同じにして

行う実験を何というか，その名称を書きなさい。 
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問３ 〔観察２〕，〔実験〕について，(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) ＢとＣの減少した質量の違いは，蒸散によって空気中へ放出された水蒸気の量の違いであると考えられ

る。ＣよりＢの減少した質量が大きい理由を，「気孔」という語句を使って書きなさい。 

(2) 表の  Ｘ  に当てはまると考えられる数値として，次のア～オから最も適当なものを一つ選び，その記

号を書きなさい。 

ア 3.4 イ 2.1 ウ 1.3 エ 0.9 オ 0.4 

 

問１ 
ⓐ  

ⓑ  ⓒ  ⓓ  

問２  

問３ 
(1) 

理由 

 

(2)  

 

問１ 
ⓐ 道管 

ⓑ イ ⓒ ア ⓓ イ 

問２  対照実験 

問３ 
(1) 

理由例 

葉の表側より裏側の方が，気孔の数が多いか

ら。 

 

(2) オ 

 

問１ 維管束の中の水などの通り道を道管，葉でつくられた栄養分の通り道を師管という。茎の維管束が輪のよう

に並んでいるのは被子植物の双子葉類であり，葉脈は網目状に通っている。双子葉類に対して単子葉類は，茎

の維管束がばらばらで，葉脈が平行に通っている。双子葉類にはアサガオなど，単子葉類にはツユクサなどが

ある。 

問２ １つの条件以外を同じにして行う実験を対照実験といい，この実験ではワセリンをぬる以外の条件を同じに

している。 

問３ (1) 蒸散によって水蒸気が放出されるのは，おもに葉の気孔からである。減少した質量は，Ｂでは葉の裏側と

茎，Ｃでは葉の表側と茎からの蒸散量を表し，Ｂのほうが多いので，葉の裏側のほうが，表側より気孔が多い

と考えられる。 

(2) Ａでは，葉の表側，裏側，茎から，Ｄでは，茎だけから蒸散が行われている。茎だけからの蒸散量は，Ｂ

の「葉の裏側，茎」とＣの「葉の表側，茎」の和から，Ａの「葉の表側，裏側，茎」を引けば求められる。

3.4＋1.3－4.3＝0.4〔ｇ〕 
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【過去問 19】 

各問いに答えなさい。 

（長野県 2019 年度） 

問２ イチゴ狩りに出かけた花子さんは，収穫したイチゴをルーペで観察し，図２の

ように表面に見られる粒状のものはイチゴの種子だと考えた。そこで，１粒ずつ

とり，土にまいてみると，１か月後に芽が出ているのを見つけた。 

 

図２ 

 

(1) ルーペを使った観察の仕方についてまとめた次の文の  お  ～  き  に当てはまる語句の組み合わせとし

て最も適切なものをア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

イチゴを手にとって観察するときには，ルーペをできるだけ目に近づけ， お  を動かさずに， 

 か  を前後に動かして，よく見える位置をさがす。 

 このとき，実際よりも大きく見えるが，このイチゴの像は  き  である。 

ア  お  イチゴ  か  ルーペ  き  虚像 イ  お  イチゴ  か  ルーペ  き  実像 

ウ  お  ルーペ  か  イチゴ  き  虚像 エ  お  ルーペ  か  イチゴ  き  実像 

 

問２ (1)  

 

問２ (1) ウ 

 

問２ (1) イチゴのように手にとって動かせるものを観察する場合は，ルーペを目に近づけた状態で，ルーペを動か

さずに観察物（イチゴ）を前後に動かして，よく見える位置を探す。このときに見える像は虚像である。 
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【過去問 20】 

身近な植物を用いて，観察と実験１，２を行った。問１～問６に答えなさい。 

（岐阜県 2019 年度） 

〔観察〕 ツバキの葉をなるべく薄く切って切片を作り，スライドガラスの

上に置き，プレパラートを作成した。顕微鏡で葉の断面のつくりを観察

すると，葉の表側に比べて裏側の方が気孔の数が多いことが分かり，細

胞の中にはたくさんの緑色の粒が見られた。図１は，そのスケッチであ

る。 

図１ 

 

〔実験１〕 プラスチックの板に両面テープで塩化コバルト紙を貼

ったものを２枚作り，図２のように，塩化コバルト紙を内側にし

て，１枚のサクラの葉をはさんだ。５分後に，塩化コバルト紙の

色の変化を見たところ，葉の表側に付けた塩化コバルト紙より

も，葉の裏側に付けた塩化コバルト紙の方が桃色に変化した部分

が多かった。 

図２ 

 

〔実験２〕 葉の大きさや枚数がほぼ同じである４本のサクラの枝

Ａ～Ｄを用意した。Ａは何も処理せず，Ｂは葉の裏側にワセリン

を塗った。Ｃは葉の表側にワセリンを塗り，Ｄは葉を全てとった。

図３のように，水を入れた水槽の中で，Ａの茎とシリコンチュー

ブを空気が入らないようにつなぎ，全体を持ち上げてみて水が出

ないことを確認した。Ｂ～Ｄについても同じ処理を行った。次に，

図４のように，バットに置き，20 分ほど後にシリコンチューブ

内の水の量の変化を調べた。その結果，Ｂと比べてＡやＣの方が

減った水の量が多かった。また，Ｄは水の量がほとんど変わらな

かった。 

図３ 

 

図４ 

 

問１ 観察で，葉の細胞の中に見られた緑色の粒を何というか。言葉で書きなさい。 

問２ 図１のＸの部分には，水や肥料分，養分などの通る管が集まっている。この管の集まりを何というか。言

葉で書きなさい。 

問３ 次の      に当てはまる最も適切なものを，ア～エから１つ選び，符号で書きなさい。 

観察と実験１で，葉の裏側の方が気孔の数が多く，塩化コバルト紙の色の変化した部分が多かったことか

ら，葉の裏側の方が      ということが分かった。 

ア さかんに光合成が行われる イ さかんに二酸化炭素がとりこまれる 

ウ さかんに吸水が行われる エ さかんに蒸散が行われる 

問４ 実験２で，葉にワセリンを塗る目的を，「気孔」という言葉を用いて簡潔に書きなさい。 
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問５ 実験２で，ＡとＤの結果を比較すると，どのようなことが分かるか。ア～エから最も適切なものを１つ選

び，符号で書きなさい。 

ア 葉が吸水に関係する。 イ 主に葉の表側が吸水に関係する。 

ウ 葉は吸水に関係しない。 エ 主に葉の裏側が吸水に関係する。 

問６ 観察，実験１及び実験２の結果から，どのようなことが分かるか。ア～エから最も適切なものを１つ選び，

符号で書きなさい。 

ア 葉で光合成が行われると，気孔から二酸化炭素がとりこまれる。 

イ 葉で光合成が行われると，気孔から二酸化炭素が放出される。 

ウ 気孔で蒸散が行われると，吸水が起こる。 

エ 気孔で蒸散が行われると，吸水が抑えられる。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ 葉緑体 

問２ 維管束 

問３ エ 

問４ 例  気孔をふさぐため。 

問５ ア 

問６ ウ 

 

問１ 葉の細胞の中には，葉緑体という緑色の粒がある。葉緑体に光が当たることで，植物は光合成を行っている。 

問２ 維管束は，根から吸い上げた水や肥料分が通る道管と，葉でつくられた養分が水に溶けて運ばれる師管がま

とまったものである。 

問３ 青色の塩化コバルト紙に水をつけると，桃色に変化する。よって，葉の裏側の方が表側よりも水分を多く放

出していることがわかる。植物が葉から水蒸気を放出する働きを蒸散という。 

問４ 葉にワセリンを塗ると，その部分の気孔がふさがれて蒸散が行われなくなる。このことを利用して，葉の表

側や裏側からの蒸散量を比較することができる。 

問５，問６ 観察や実験１から，植物の葉では表側よりも裏側に気孔が多く，蒸散がさかんに行われていることが

わかる。実験２で，葉に何も処理しなかったＡの方が葉がないＤよりも吸水量が多いことから，葉は吸水量と

関係があることがわかる。また，葉の表側にワセリンを塗ったＣの方が葉の裏側にワセリンを塗ったＢよりも

吸水量が多かったことから，蒸散がさかんに行われるほど吸水量がふえると考えられる。 
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【過去問 21】 

生物と細胞及び自然と人間に関する問いに答えなさい。 

（静岡県 2019 年度） 

問１ 図４は，ある池のまわりから採取したイヌワラビの体の全体を模式的に表し

たものである。 

① 図４のア～エの中から，イヌワラビの茎として，最も適切なものを１つ選び，

記号で答えなさい。 

図４ 

 

② 図５は，種子をつくらない植物を，それぞれの特徴によって分類し，まとめたものである。図５の

（ ○あ ），（ ○い  ）のそれぞれに適切な言葉を補い，図を完成させなさい。 

図５  

問２ ある池からオオカナダモを２本採取し，同じ水槽に入れた。

オオカナダモの葉を１枚とって，プレパラートをつくり，図６

のように，顕微鏡を用いて観察した。 

 

図６ 

 

① オオカナダモの葉が対物レンズの真下にくるようにプレパラートをステージにのせた後，対物レンズを

真横から見ながら調節ねじを回し，プレパラートを対物レンズにできるだけ近づけた。プレパラートを対物

レンズに近づけるとき，対物レンズを真横から見ながら行う目的は何か。その目的を，簡単に書きなさい。 

③ 光合成のはたらきを確認するために，水槽の中の１本のオオカナダモに光をあて，このオオカナダモから

葉を１枚とり，脱色した後，その葉にヨウ素液を１滴落としてプレパラートをつくった。このプレパラート

を顕微鏡で観察したところ，葉緑体の色が変化していた。 

ａ 葉緑体の色が変化したことから，光合成のどのようなはたらきを確認することができるか。変化した後

の葉緑体の色が分かるように，簡単に書きなさい。 

ｂ 葉緑体の色が変化したことが，光合成のはたらきによるものであることを確認するためには，水槽の中

のもう１本のオオカナダモを用いて，条件を１つ変えて対照実験を行う必要がある。このとき変える条件

は何か。その条件を，簡単に書きなさい。 
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問１ 
①  

② ○あ   ○い   

問２ 

①  

③ 
ａ  

ｂ  

 

問１ 
① ウ 

② ○あ  コケ ○い  シダ 

問２ 

① プレパラートが対物レンズにぶつかるのをさけるため。 

③ 
ａ 青紫色になったことから，デンプンをつくることが確認できる。 

ｂ 光 

 

問１ 

 ① イヌワラビなどのシダ植物の茎は土の中を通っており，これを地下茎という（ウ）。イは葉の柄，エは根で

ある。 

② 維管束をもたず，葉，茎，根の区別もないコケ植物は，からだの表面から水分を吸収している。 

問２ 

 ① 対物レンズとプレパラートがぶつかるのをさけるため，はじめに真横から見てプレパラートを対物レンズ

に近づけてから，接眼レンズをのぞいてプレパラートと対物レンズを遠ざけながらピントを合わせる。 

③ ａ…葉緑体をもつ植物に光があたると，光合成によってデンプンがつくり出される。ヨウ素液はデンプン

と反応して青紫色を示す。 

ｂ…光合成のはたらきによってデンプンがつくり出されたことを確認するためには，光があたっているかど

うかの条件を変えたオオカナダモを用意して対照実験を行えばよい。 
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【過去問 22】 

太郎さんと花子さんは，先生の助言を受けながら，エンドウの花のつくりと，種子の形の遺伝について調べた。     

内の文は，太郎さんと花子さんと先生の会話である。 

太郎：エンドウの花のつくりを調べるため，花の各部分を外側から順にとりはずして並べてみたよ。 

花子：エンドウの花はいくつかの部分が組み合わさってできているのね。 

図は，エンドウの花の各部分を外側から順に並べたものである。ａからｄまでは，おしべ，めしべ，がく，

花弁のいずれかである。 

図  

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2019 年度 A） 

問１ 図のｂの部分のつき方により双子葉類を２つに分類したとき，エンドウと同じ離弁花類に分類されるも

のの組み合わせとして最も適当なものを，次のアからカまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア アブラナ，ツツジ イ アブラナ，アサガオ ウ アブラナ，サクラ 

エ ツツジ，アサガオ オ ツツジ，サクラ カ アサガオ，サクラ 

 

問１  

 

問１ ウ 

 

問１ 図のｂは花弁である。双子葉類は，花弁が分かれている離弁花類と花弁がくっついている合弁花類に分類で

きる。エンドウとアブラナ，サクラは離弁花類，ツツジとアサガオは合弁花類なので，正解はウである。 
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【過去問 23】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2019 年度 B） 

問２ ある植物Ｘを用いて，次の〔実験〕を行った。 

〔実験〕① 葉の数と大きさ，茎の長さと太さをそろえ，からだ全体から蒸散する水の

量が同じになるようにした３本の植物Ｘと，同じ形で同じ大きさの３本のメ

スシリンダーＡ，Ｂ，Ｃを用意した。 

② ３本の植物Ｘのうち，１本目は，全ての葉の表側だけにワセリンを塗り，

メスシリンダーＡに入れた。２本目は，全ての葉の裏側だけにワセリンを塗

り，メスシリンダーＢに入れた。３本目は，ワセリンを塗らずにメスシリン

ダーＣに入れた。 

図 

 

③ 図のように，メスシリンダーＡ，Ｂ，Ｃに同じ量の水を入れ，水面にそれぞれ油をたらした。そ

の後，明るく風通しのよい場所にこの３本のメスシリンダーを同じ時間置いて，水の減少量を調べ

た。 

〔実験〕の③で，メスシリンダーＡでは 4.8cm3，メスシリンダーＢでは 1.2cm3，メスシリンダーＣでは

5.6cm3の水が減少していた。このとき，植物Ｘの葉の裏側からの蒸散の量は，葉の表側からの蒸散の量の何

倍か。小数第１位まで求めなさい。 

 ただし，ワセリンは，水や水蒸気を通さないものとし，また，葉の表側，裏側に塗ったワセリンは，塗ら

なかった部分の蒸散に影響を与えないものとする。 

 

問１   

問２  倍 

 

問１ Ｂ Ｌ 

問２  5.5 倍 

 

問２ 蒸散の量は，葉の表側（表），葉の裏側（裏），枝などの葉以外の部分（葉以外）の３つの部分に分けて考え

る。また，「水面にそれぞれ油をたらした」とあるので，水面から水は蒸発せず，水の減少量はすべて蒸散によ

るものと考えてよい。〔実験〕の③で蒸散した量は，メスシリンダーＡでは（裏）＋（葉以外）＝4.8〔cm3〕，

メスシリンダーＢでは（表）＋（葉以外）＝1.2〔cm3〕，メスシリンダーＣでは（表）＋（裏）＋（葉以外）＝

5.6〔cm3〕ということになる。したがって，葉の表側からの蒸散の量は，（メスシリンダーＣの水の減少量）－

（メスシリンダーＡの水の減少量）＝5.6〔cm3〕－4.8〔cm3〕＝0.8〔cm3〕であり，葉の裏側からの蒸散の量は，

（メスシリンダーＣの水の減少量）－（メスシリンダーＢの水の減少量）＝5.6〔cm3〕－1.2〔cm3〕＝4.4〔cm3〕

である。これより，4.4÷0.8＝5.5〔倍〕となる。 
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【過去問 24】 

アブラナの花のつくりを調べるために，おしべ，めしべ，がく，
か

花
べん

弁を，外側についているものから順にとりはずして花を分解し

た。次に，めしべの
し

子
ぼう

房の部分をカッターナイフで縦に切り，断面

のようすを図１のルーペを用いて観察しスケッチした。図２は子房

の断面をスケッチしたものである。このことについて，あとの各問

いに答えなさい。 

（三重県 2019 年度） 

図１ 図２ 
  

問１ アブラナの花のめしべのように，手に持って観察できるものを図１のようなルーペを用いて観察すると

き，ルーペの使い方として正しいものはどれか，次のア～エから最も適当なものを１つ選び，その記号を書

きなさい。 

ア ルーペを目に近づけて持ち，めしべを前後に動かしてよく見える位置をさがす。 

イ ルーペを目から
はな

離して持ち，めしべを前後に動かしてよく見える位置をさがす。 

ウ ルーペを目に近づけて持ち，顔を前後に動かしてよく見える位置をさがす。 

エ ルーペを目から離して持ち，顔を前後に動かしてよく見える位置をさがす。 

問２ アブラナの花のおしべ，めしべ，がく，花弁は，外側から中心に向かってどのような順で並んでいたか，

次のア～エを並んでいた順に左から並べて書きなさい。 

ア おしべ イ めしべ ウ がく エ 花弁 

問３ 次の文は，アブラナの受粉と受粉後のめしべの変化について説明したものである。文中の（ あ ），

（ い ）に入る最も適当な言葉は何か，その
めい

名
しょう

称をそれぞれ書きなさい。ただし，（ あ ）については

漢字で書きなさい。 

めしべの
せん

先
たん

端の（ あ ）に花粉がつくことを受粉という。受粉が起こると，やがて子房は果実に，図

２のＡで表される（ い ）は種子になる。 

 

問１  

問２ →     →     → 

問３ あ  い  

 

問１ ア 

問２ ウ → エ → ア → イ 

問３ あ 柱頭 い 胚珠 

 

問１ ルーペは目に近づけて持つ。めしべのように手に持って動かせるものを観察する場合は，観察物の方を前後

に動かしてよく見える位置を探す。なお，動かせない対象を観察する場合は，顔を前後に動かしてよく見える
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位置を探す。 

問２ 花の外側から，がく，花弁，おしべ，めしべの順についている。 

問３ めしべの先端を柱頭という。被子植物であるアブラナのめしべのもとの部分には子房があり，子房の中には

胚珠がある。柱頭に花粉がつく（受粉する）と，子房が果実に，胚珠が種子になる。 
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【過去問 25】 

ホウセンカを用いて次の〈観察〉・〈実験〉を行った。これについて，あとの問１～問３に答えよ。ただし，ワ

セリンや油は，水や水蒸気を通さない性質をもつものとする。 

（京都府 2019 年度） 

〈観察〉 ホウセンカの葉脈のようすを観察する。 
 

〈実験〉 

操作① 葉の枚数や大きさや色，茎の長さや太さ

がそれぞれほぼ同じホウセンカの枝Ａ～Ｃ

を用意し，右のⅠ表に示した条件でワセリ

ンをぬる。 

Ⅰ表 ⅰ図 

  

操作② 90mLの水が入ったメスシリンダーを３本用意し，枝Ａ～Ｃを，ⅰ図のようにそれぞれさし，油

を注いで水面をおおう。 

操作③ 光が十分にあたる，風通しのよい場所に３時間置き，それぞれのメスシリンダーの水の減少量

を調べる。 

【結果】 〈観察〉の結果，ホウセン

カの葉脈は右のⅱ図のような

網状脈であった。 

 〈実験〉の結果，枝Ａ～Ｃ

をさしたそれぞれのメスシリ

ンダーの水の減少量は，右の

Ⅱ表のようになった。 

ⅱ図 Ⅱ表 

  

問１ 【結果】のⅱ図のような網状脈をもつ，ホウセンカと同じなかまの植物として最も適当なものを，次の

(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) アブラナ (イ) イネ (ウ) ゼニゴケ (エ) トウモロコシ 

問２ 次の文章は，【結果】に関して述べたものの一部である。文章中の  Ｘ  に入る最も適当な語句を，漢字

２字で書け。また， Ｙ ・ Ｚ  に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，(ア)・(イ)から１

つ選べ。 

植物の体の中に吸い上げられた水が，おもに気孔を通して，植物の体の表面から水蒸気となって蒸発す

る現象を  Ｘ  という。この現象によって，メスシリンダーの水は減少したと考えられる。 

Ⅱ表のように，枝Ａをさしたメスシリンダーは，枝Ｂをさしたメスシリンダーと比べて水の減少量が多

かった。これは，葉の  Ｙ  側の方が  Ｚ  側より気孔の数が多いことによると考えられる。また，枝

Ｃをさしたメスシリンダーでも水が減少していたことから，水は葉以外の体の表面からも水蒸気となっ

て蒸発すると考えられる。 
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(ア) Ｙ 表  Ｚ 裏 (イ) Ｙ 裏  Ｚ 表 

問３ 〈実験〉で用いたホウセンカと葉の枚数や大きさや色，茎の長さや太さがそれぞれほぼ同じホウセンカの

枝を１本用意し，ワセリンを一切ぬらずに，90mLの水が入ったメスシリンダーに，〈実験〉のⅰ図のように

さし，油を注いで水面をおおう。このメスシリンダーを，光が十分にあたる，風通しのよい場所に３時間置

く。このときの，メスシリンダーの水の減少量は何 mLになると考えられるか，【結果】のⅡ表から求めたも

のとして最も適当なものを，次の(ア)～(オ)から１つ選べ。 

(ア) 4.4mL (イ) 5.6mL (ウ) 7.8mL (エ) 8.8mL (オ) 9.8mL 

 

問１ ア    イ    ウ    エ 

問２   ア     イ 

問３ ア    イ    ウ    エ    オ 

 

問１ ア 

問２ 蒸 散 イ 

問３ ウ 

 

問１ ホウセンカやアブラナは被子植物の双子葉類のため，葉脈は網状脈である。イネやトウモロコシは被子植物

の単子葉類のため，葉脈は平行脈である。ゼニゴケは，コケ植物である。 

問２ 植物の体の表面から水が水蒸気となって蒸発する現象を蒸散といい，おもに気孔を通して起こる。ワセリン

をぬった部分では気孔がふさがれ蒸散が起こらない。葉の裏側にワセリンをぬった枝Ｂより，葉の表側にワセ

リンをぬった枝Ａのほうが蒸散がさかんであることから，葉の表側より裏側のほうが気孔の数が多いと考えら

れる。 

問３ 蒸散が起こるのは，枝Ａは「葉の裏＋茎」，枝Ｂは「葉の表＋茎」，枝Ｃは「茎」なので，水の減少量につい

て，枝Ａ＋枝Ｂ－枝Ｃの計算をすれば，ワセリンをぬらない枝と同じ「葉の表＋葉の裏＋茎」での水の減少量

が求められる。6.6＋2.2－1.0＝7.8〔mL〕 
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【過去問 26】 

次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2019 年度） 

問３ 植物の生殖について，答えなさい。 

(1) 図２は被子植物の花の模式図である。受精した後，種子

になる部分として適切なものを，図２のア～エから１つ

選んで，その符号を書きなさい。 

図２ 

 

 

問３ (1)  

 

問３ (1) ウ 

 

問３ (1) 被子植物の花が受精すると，胚珠（ウ）が種子になる。胚珠は子房（エ）の中にあり，この部分が果実と

なる。なお，アはめしべの先端（柱頭）で，イはおしべのやくである。 
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【過去問 27】 

真理さんは，タンポポの葉を用いて次の    内の実験を計画した。各問いに答えよ。 

（奈良県 2019 年度） 

目的 植物が，光合成を行うとき，二酸化炭素を取り入れているかどうかを調べる。 

予想 植物は，光合成を行うとき，二酸化炭素を取り入れている。 

方法 ２本の試験管Ａ，Ｂを用意する。次に，図１のよ

うに，試験管Ａにのみ採取したばかりのタンポポ

の葉を入れ，試験管Ａ，Ｂに，ストローでそれぞれ

息をふきこみ，すぐにゴム栓でふたをする。さら

に，試験管Ａ，Ｂに，30 分間光を当てた後，それ

ぞれの試験管に石灰水を少し入れ，図２のように，

ゴム栓をしてよくふり，石灰水の変化を調べる。 

図１ 図２ 

  

問１ タンポポの葉は，葉全体に葉脈が網の目のように広がっている。タンポポと同じく葉脈が網の目のように

広がっている植物を，次のア～エから１つ選び，その記号を書け。 

ア トウモロコシ イ ユリ ウ ササ エ ツバキ 

問２    内の下線部の操作を行うのは，試験管内の二酸化炭素の量をふやすためである。動物のはく息に二

酸化炭素が多く含まれているのはなぜか。その理由を「細胞」の語を用いて簡潔に書け。 

問３ 真理さんの予想が正しかったとすると，試験管Ａ，Ｂに入れた石灰水はそれぞれどのようになると考えら

れるか。簡潔に書け。 

問４ 真理さんは，実験を行った後，新たな疑問が生じたため，次の    内の実験を計画した。ここで立てた

予想を確かめるためには，どのような方法で実験を行えばよいか。（ ① ）～（ ③ ）に入る言葉の組

み合わせとして最も適切なものを，後のア～カから１つ選び，その記号を書け。 

目的 植物が，光合成を行わないときにも，二酸化炭素を取り入れているかどうかを調べる。 

予想 植物は，光合成を行うときだけ，二酸化炭素を取り入れている。 

方法 試験管Ａの結果と比較するために，試験管を新たに１本用意する。次に，タンポポの葉を（ ① ），

息を（ ② ），光を（ ③ ）。30分後に石灰水を少し入れ，ゴム栓をしてよくふり，石灰水の変化を

調べる。 

ア ① 入れて ② ふきこみ ③ 当てない 

イ ① 入れて ② ふきこまないで ③ 当てる 

ウ ① 入れて ② ふきこまないで ③ 当てない 

エ ① 入れないで ② ふきこみ ③ 当てない 

オ ① 入れないで ② ふきこまないで ③ 当てる 

カ ① 入れないで ② ふきこまないで ③ 当てない 
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問１  

問２  

問３ 
試験管Ａ  

試験管Ｂ  

問４  

 

問１ エ 

問２ 例 細胞の呼吸により生じた二酸化炭素が体外に出されるから。 

問３ 
試験管Ａ 例  変化しない。 

試験管Ｂ 例  白くにごる。 

問４ ア 

 

問１ 葉脈が網の目のように広がっているのは，被子植物の双子葉類の特徴である。タンポポ，ツバキ（エ）は双

子葉類，トウモロコシ（ア），ユリ（イ），ササ（ウ）は被子植物の単子葉類である。単子葉類の葉脈は平行に

なっている。 

問２ 酸素を使って養分を分解するときにエネルギーを取り出し，二酸化炭素と水ができる働きを細胞の呼吸（細

胞呼吸，内呼吸）という。この働きのため，吸う空気よりはく息のほうが酸素が少なく，二酸化炭素が多い。 

問３ 光合成は，植物の葉に光が当たったときに起こる働きである。よって，「植物は，光合成を行うとき，二酸化

炭素を取り入れている」という予想を確かめるためには，ほかの条件をすべて同じにして，植物がある試験管

と，ない試験管とで，光が当たったあとの二酸化炭素の増減を調べればよい。このとき，タンポポの葉を入れ

て光を当てた試験管Ａ内は，光合成が起こって試験管内の空気からは二酸化炭素が減り，タンポポの葉を入れ

ずに光を当てた試験管Ｂ内は，光合成が起こらずに試験管内の空気では二酸化炭素が変化していないことがわ

かれば，植物によって光合成で二酸化炭素が取り入れられたといえる。石灰水は，二酸化炭素が多くあると白

くにごる。 

問４ 「植物は，光合成を行うときだけ，二酸化炭素を取り入れている」という予想を確かめるためには，ほかの

条件をすべて同じにして，光合成を行っている試験管と，行っていない試験管とで，光が当たったあとの二酸

化炭素の増減を調べればよい。したがって，変える条件は「光を当てるか，当てないか」のみとし，それ以外

は試験管Ａとそろえる必要がある。 
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【過去問 28】 

地層の調査に関する次の文章を読み，あとの問いに答えなさい。 

（和歌山県 2019 年度） 

問２ 鉱物や小さい化石を調べるときには，双眼実体顕微鏡（図３）を用

いることがある。双眼実体顕微鏡の使い方を述べた文①～④につい

て，操作の順として最も適切なものを，あとのア～エの中から１つ選

んで，その記号を書きなさい。 

① 右目だけでのぞきながら，微動ねじでピントを合わせる。 

② 左目だけでのぞきながら，視度調節リングを左右に回してピントを

合わせる。 

③ 両目の間隔に合うように鏡筒を調節し，左右の視野が重なって１つ

に見えるようにする。 

図３ 双眼実体顕微鏡 

 

④ 粗動ねじを緩め，鏡筒を上下させて両目でおよそのピントを合わせる。 

ア ①→②→③→④ イ ①→②→④→③ 

ウ ③→④→①→② エ ③→④→②→① 

 

問２  

 

問２ ウ 

 

問２ 双眼実体顕微鏡を使うときは，まず両目の間隔に合わせて鏡筒を調節してから，粗動ねじを使って両目でお

よそのピントを合わせる。その後，右目だけでのぞいて，微動ねじで細かいピントを合わせてから，左目だけ

でのぞき，視度調節リングで左目側のピントを合わせる。 
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【過去問 29】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2019 年度） 

問２ 図５は，島根県大田市にある「三瓶小豆原埋没林」を

示したものである。この埋没林は主にスギであり，約

4000年前に起こった三瓶山の大規模な噴火により，溶岩

ドームがくずれて発生した火砕流と，水で運ばれた火山

灰によってつくられた。次の１に答えなさい。 

１ スギはマツなどと同じ裸子植物である。裸子植物につ

いて述べた文としてあてはまらないものはどれか，ア～

エからすべて選び，記号で答えなさい。 

ア 発達した維管束をもつ。 

イ 種子をつくらず胞子でふえる。 

ウ 果実をつくる。 

エ 子房がなく胚珠がむき出しになっている。 

図５ 

 
（三瓶小豆原埋没林公園ホームページより） 

 

問２ １  

 

問２ １ イ，ウ 

 

問２ １ 裸子植物は，種子をつくる植物（種子植物）のなかまのうち，子房がなく胚珠がむき出しになっている植

物であり，エの特徴にあてはまる。ア…種子植物は発達した維管束をもつので，裸子植物にもあてはまる。イ

…種子をつくらず胞子でふえるのは，コケ植物やシダ植物などである。ウ…果実は子房が成長してできるので，

裸子植物にはできない。 
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【過去問 30】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2019 年度） 

問１ 植物の花のつくりを調べる目的で観察を行った。これについて，あとの１～４に答えなさい。 
 

観察 
 

  

アブラナの花を分解したところ，図１のようになった。 

図１ 

 

１ 図１のＤは何というか，その名称を答えなさい。 

２ 図１のＡ～Ｄを，花の中心から外側に向かって並べたとき，その順番を記号で答えなさい。 

３ 図１のＣは多くの花の種類において，一般的に色あざやかで目立ちやすい。その理由について，植物が受

粉するしくみを考えて説明しなさい。 

４ 一つの花の中に含まれる胚珠の数が最も多いものはどれか，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア メロン イ サクラ ウ イネ エ アブラナ 

 

問１ 

１  

２ 中心 →        →       → 外側 

３  

４  
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問１ 

１ がく 

２ 中心 Ｂ → Ａ → Ｃ → Ｄ 外側 

３ 花粉を運ぶ昆虫や鳥などの動物をひきつけるため。 

４ ア 

 

問１ 

 1 図 1のＡはおしべ，Ｂはめしべ，Ｃは花弁，Ｄはがくを，それぞれ表している。 

2 花の中心（内側）から，めしべ（Ｂ）→おしべ（Ａ）→花弁（Ｃ）→がく（Ｄ）の順となる。 

3 植物の花粉は，動物や風などによって運ばれる。動物（おもに昆虫や鳥）に花粉を運んでもらう植物は，目

立つ花弁やにおい，甘いみつなどで動物をひきつける。一方，風によって花粉が運ばれる植物は，花粉が軽

かったり，風を受けるつくりをもっていたりする。 

4 胚珠は，受粉すると種子になる。メロンは１つの花に対し１つの果実ができるが，メロンの果実の中には多

くの種子がみられる。種子が多いということは，受粉する前の胚珠も多いと考えられる。 
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【過去問 31】 

生物部の健太さんは，土壌センチュウのなかまのシーエレガンス（C.elegans）という動物が生命科学や医療の

分野で重要な役割を果たしていることに興味をもった。次は，健太さんがセンチュウについて調べたメモの一部で

ある。問いに答えなさい。 

（岡山県 2019 年度） 

１ センチュウとは 

多細胞生物で無
せき

脊
つい

椎動物の一種である。土中で(a)細菌類などを食べて生活する土壌センチュウのなか

まは体長約１mmである。 

２ センチュウの観察 

土壌センチュウのなかまを採集するため，採取した(b)ゼニゴケを，水を

入れたシャーレの中でピンセットを用いてバラバラにした。双眼実体顕微

鏡で観察すると，体をくねらせて運動するセンチュウが数匹見つかったの

で，(c)ステージ上下式顕微鏡を用いて 150倍で観察した（図１）。 

図１ センチュウ 

 

３ シーエレガンスの利用 

シーエレガンスは，優れた
きゅう

嗅
かく

覚をもちガン患者特有の尿のにおいを
か

嗅ぎ分け寄ってくることから，精

度の高い検査や早期発見が可能になると期待されている。 

４ シーエレガンスのふえ方 

シーエレガンスは，卵と精子が受精してふえ，１匹の成虫から約 300 個の受精卵ができる。シーエレ

ガンスは基本的に雌雄同体（体内で卵と精子の両方ができる個体）で，エンドウの自家受粉のように同じ

個体で(d)有性生殖ができることも，シーエレガンスが利用される理由の一つである。 

問２ 下線部(b)を含む７つの植物を，２つの異なる観点で分類すると，

図２のようになった。観点Ⅰ，観点Ⅱとして最も適当なのは，ア～

オのうちではどれですか。それぞれ一つ答えなさい。 

ア 子房があるものとないもの 

イ 光合成を行うものと行わないもの 

ウ 体全体で水を吸収するものとしないもの 

エ 子葉が１枚のものと２枚のもの 

オ 
はい

胚
しゅ

珠があるものとないもの 

図２ 

 

問３ 下線部(c)について，健太さんは 150倍でピントを合わせた後，センチュ

ウの体の構造がはっきり見えるように明るさを調節した。このとき調節し

た部分の名称を答えなさい。また，その部分として最も適当なのは，図３

のア～オのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

図３ 
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問２ 
観点Ⅰ   

観点Ⅱ   

問３ 名称  記号  

 

問２ 
観点Ⅰ ウ 

観点Ⅱ オ 

問３ 名称 しぼり 記号 エ 

 

問２ 観点Ⅰでは，７つの植物をゼニゴケとそれ以外に分けている。この分け方は，ウの「体全体で水を吸収する

ものとしないもの」という観点が最も適当である。ゼニゴケには維管束がなく，水を体全体の表面で吸収する

が，ゼニゴケ以外の６つには維管束があり，根で吸収された水が体全体へ運ばれる。 

 観点Ⅱでは，サクラ，イチョウ，ユリ，タンポポの種子植物と，コケ植物（ゼニゴケ）とシダ植物（スギナ，

ゼンマイ）に分けている。この分け方は，オの「胚珠があるものとないもの」という観点が最も適当である。

種子植物には胚珠があり，受粉後，胚珠が種子に変化して種子でふえる。コケ植物とシダ植物には胚珠がない

ので種子はできず，胞子をつくってふえる。 

問３ 図３のような顕微鏡で明るさを調節するときに使うのは，反射鏡としぼりである。よって，選択肢の中では

エのしぼりが適当である。 
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【過去問 32】 

彩香さんが，自宅で植物を育てたいと思っていることを大輝さんに伝えたところ，大輝さんがいろいろな種類

の植物を持ってきてくれました。次に示した【会話Ⅰ】・【会話Ⅱ】は，このときの会話の一部です。あとの問１～

問６に答えなさい。 

（広島県 2019 年度） 

【会話Ⅰ】 

大輝：僕が家で育てたホウセンカの苗，ツユクサの苗，サボテンを持ってきたよ。 

彩香：ありがとう。でも，サボテンは分かるけれど，他の２つは見分けられないわ。 

大輝：ホウセンカは双子葉類，ツユクサは単子葉類なんだ。葉を見てごらん。ツユクサの葉は，葉脈が  

  Ｘ   ことから，ホウセンカと区別できるよ。 

彩香：植物って葉脈の様子で仲間分けできるのね。あれ？ サボテンには葉がないわ。どうやって仲間分け

するのかしら。 

大輝：そうだね。理科の教科書に載っている

①植物の仲間分けを示した図（右図）

を使って，一緒に調べてみよう。 

彩香：まずは種子植物かどうかだよね。 

大輝：このサボテンは種子から育てたから，

種子植物だよ。 

彩香：裸子植物，被子植物では，どちらの仲

間に入るのかしら。 

 

大輝：それを判断するためには，②胚珠を観察すればいいんだけれど，今は胚珠ができていないんだ。でも，

このサボテンには花弁をもつ花が咲くんだよ。これは裸子植物には見られない特徴だから，被子植

物だと考えられるよ。 

彩香：そうなんだ。じゃあ次に，単子葉類，双子葉類のどちらの仲間に入るかを考えましょう。子葉の枚数

を観察したいところだけれど，そのためには③種子を発芽させないといけないから，すぐにはできな

いわね。他の方法はないかしら。 

大輝：じゃあ，根の様子を調べてみよう。 

《大輝，サボテンを掘り起こす。》 

大輝：ひげ根のように見えるね（写真１）。 

彩香：もしこれがひげ根だとしたら， ａ  の仲間に入ると考えられ

るわね。でも，太い根があるようにも見えるし，ひげ根かどうか

分からないな。 

大輝：じゃあ，維管束がどのように並んでいるのかを調べてみよう。 

写真１ 
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大輝さんたちは，サボテンを色水につけてしばらく置いたあと，サボテンの維管束の並び方を観察し，サボテ

ンの仲間分けについて話し合いました。 

【会話Ⅱ】 

大輝：色水で染めた茎の横断面の中心部が観察できるようにしたよ 

（写真２）。 

彩香：色水で染まっている部分が維管束よね。 

大輝：この維管束の並び方から，サボテンは  ｂ  の仲間に入ること

が分かるね。 

 

写真２ 

 

問１ 下線部①について，図中の植物のうち，シダ植物の特徴を述べているものを，次のア～エの中から全て選

び，その記号を書きなさい。 

ア 胞子で殖える。 イ 葉，茎，根の区別がある。 

ウ 維管束がある。 エ 花粉をつくる。 

問２ 下線部②について，裸子植物の胚珠を観察したときに見られる，被子植物の胚珠との違いを，「子房」の

語を用いて，簡潔に書きなさい。 

問３ 下線部③について，右の図は，マツの種子を観察した結果をスケッ

チに表したものです。このスケッチは，適切ではないスケッチの仕方

で輪郭の線がかかれています。輪郭の線のどのようなところが適切で

はないですか。簡潔に書きなさい。 

 

問４ 【会話Ⅰ】中の   Ｘ   に当てはまる内容を簡潔に書きなさい。また，【会話Ⅰ】中の  ａ  と【会

話Ⅱ】中の  ｂ  に当てはまる語として適切なものを，次のア・イからそれぞれ選び，その記号を書きな

さい。 

ア 単子葉類 イ 双子葉類 
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彩香さんは，葉がないサボテンには気孔がないのではないかと考え調べたところ，サボテンの気孔は茎にある

ことが分かりました。また，サボテンの気孔は，昼間は閉じており，夜間に開くという特徴をもつことが分かり

ました。彩香さんは，これらのことから新たな課題を見いだし，それを確かめる実験をしてノートにまとめ，大

輝さんに見せました。次に示した【ノート】は，このノートの一部です。 

【ノート】 

〔課題〕 

夜間に④気孔を開くサボテンは，夜間に蒸散を行っているのだろうか。 

〔方法〕 

右の写真のように，密閉した透明な容器の中に，鉢植えのサ

ボテンと，温度計と湿度計が一体となった機器を置いたもの

を，日没後，屋外に置き，１時間ごとに，容器の中の温度と湿

度を記録する。 

 

〔結果〕 

 

〔考察〕 

〔結果〕で，容器の中の湿度が上がっていることから，サボテンは夜間に蒸散を行っていることが分か

った。 

 

問５ 下線部④について，蒸散における水蒸気の放出は，主に気孔を通して起こり

ます。右の図は，サボテンの茎の表皮を顕微鏡で観察したときの様子を模式的

に示したものです。右の図で，蒸散における水蒸気の主な出口はどの部分です

か。図中のその部分を黒く塗りつぶしなさい。 

  

問６ 【ノート】を見た大輝さんは，この〔方法〕で行った実験では，〔考察〕に示された「サボテンは夜間に蒸

散を行っている」ことは判断できないと考えました。そして，そう考えた理由をまとめ，彩香さんに伝えまし

た。次に示した文章は，そのとき大輝さんがまとめたものです。文章中の       に当てはまる内容を，

〔結果〕と関連付けて，簡潔に書きなさい。 

〔考察〕に示されたことが判断できない理由 

・土など，サボテン以外からも水蒸気が出ている可能性があるため。 

・サボテンが蒸散を行わず，容器の中の空気に含まれる水蒸気量が変化しなかったとしても， 

      と考えられるため。 
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問１  

問２  

問３  

問４ 

Ｘ  

ａ  

ｂ  

問５ 

 

問６  

 

問１ ア，イ，ウ 

問２ 子房がなく，胚珠がむき出しになっている。 

問３ 輪郭の線を重ねがきしているところ。 

問４ 

Ｘ 平行脈である 

ａ ア 

ｂ イ 

問５ 

 

問６ 容器の中の温度が下がっているので，飽和水蒸気量が小さくなり，湿度が上がった 

 

問１ シダ植物は胞子で殖
ふ

え，葉，茎，根の区別があり，維管束をもつ。胞子で殖えることから，花粉はつくらな

い。ホウセンカやサボテンは花粉をつくり，受粉することでできる種子によって殖える。 

問２ 被子植物は胚珠が子房につつまれているが，裸子植物は胚珠がむき出しになっている。 
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問３ スケッチをするときは，はっきりとした１本の線でかき，重ねがきをしない。影をつけたり，塗りつぶした

りもしてはいけない。 

問４ Ｘ…大輝さんの発言の中に，「ホウセンカは双子葉類，ツユクサは単子葉類」とあることから，葉脈にみられ

る双子葉類と単子葉類のちがいを考えればよい。双子葉類の葉脈は網状脈，単子葉類の葉脈は平行脈である。

ａ…双子葉類の根は主根と側根からなり，単子葉類の根はひげ根となっている。ｂ…茎の横断面に，色水で染

まっている部分が輪のように規則正しく並んでいることから，サボテンは双子葉類であると分かる。単子葉類

の維管束は，茎の横断面でばらばらに散らばって分布しているのが観察される。 

問５ 蒸散は，孔辺細胞の間にあるすき間（気孔）から行われる。孔辺細胞は，顕微鏡で観察すると細長い三日月

形の一対の細胞として見えることから，この間を塗りつぶして示す。 

問６ 湿度〔％〕は，
１ｍ3の空気に含まれる水蒸気の量〔ｇ/ｍ3〕

その気温での飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕
×100という式で表される。この式から 

 考えると，空気の温度が下がると，飽和水蒸気量（分母）が小さくなるため，空気に含まれる水蒸気量（分子）

が変化しなくても，湿度は上がることが分かる。 
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【過去問 33】 

Ｙさんは，校庭で栽培しているホウセンカを上から見たときの，葉のようすを観察した。図１は，そのときのス

ケッチである。 

また，ホウセンカの茎をうすく輪切りにしたものを顕微鏡で観察した。図２は，そのときのスケッチである。 

あとの問１，問２に答えなさい。 

（山口県 2019 年度） 

図１  図２  

問１ 図１のように，葉はたがいにできるだけ重なり合わないように茎についている。このことは，多くの日光

を葉で受け，デンプンなどをつくり出す点で都合がよいと考えられる。植物が，おもに葉で光を受けて，デ

ンプンなどをつくり出すはたらきを何というか。書きなさい。 

問２ 葉でつくられたデンプンは，水に溶けやすい物質に変わり，維管束を通って植物の体全体に運ばれる。維

管束のうち，葉でつくられたデンプンが水に溶けやすい物質に変わって通る部分の名称を書きなさい。また，

その部分は，図２のどの位置にあるか。ア，イから１つ選び，記号で答えなさい。 

 

問１  

問２ 
名称 記号 

  

 

問１ 光合成 

問２ 
名称 記号 

師管 ア 

 

問１ 植物は光合成によって，体に必要なデンプンなどをつくり出している。多くの日光を受けることで光合成を

さかんに行えるため，植物の葉がたがいに重なり合わないようについていることは光合成に都合がよい。 

問２ 師管は葉でつくられたデンプンが水に溶けやすい物質に変えられて運ばれるときに通る管で，道管は根から

吸い上げた水などが通る管である。師管と道管がまとまったものを維管束といい，師管は茎の外側に近い側に，

道管は茎の中心に近い側にある。 
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【過去問 34】 

バフンウニの
めす

雌と
おす

雄を用意し，図１のように海水

を満たしたビーカーに卵と精子をそれぞれ採取し，次

の観察を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山口県 2019 年度） 

図１ 

 

問２ 図４は，［観察］に用いた顕微鏡を示している。［観察］の②の

下線部のとき，よりくわしく観察するために高倍率にすると，視

野が暗くなった。このとき，倍率を変えずに視野を明るくするた

めに，反射鏡以外で操作するのは，図４のどの部分か。次の１～

４から１つ選び，記号で答えなさい。 

１ 接眼レンズ ２ レボルバー 

３ しぼり ４ 調節ねじ 

図４ 

 

 

問２   

 

問２  ３ 

 

問２ しぼりを調節すると，視野に入ってくる光の量を変えて，視野の明るさを変化させることができる。 
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【過去問 35】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2019 年度） 

問２ マツについて，(a)・(b)に答えなさい。 

(a) マツの雌花からりん片を 1 つはがしてルーペで観察すると，胚珠がむきだしになっているようすを見る

ことができる。このように，胚珠がむきだしになっている植物のなかまを何というか，書きなさい。 

(b) マツについて述べた文として，誤っているものはどれか，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 雄花と雌花には，花弁やがくがない。 

イ 雄花のりん片には，花粉のうがある。 

ウ 花粉が胚珠に直接受粉し，その後果実をつくる。 

エ 花粉は，遠くまで移動しやすいつくりになっている。 

 

問２ 
(a)  

(b)  

 

問２ 
(a) 裸子植物 

(b) ウ 

 

問２ 

 (a) 胚珠が子房の中にある植物のなかまを被子植物といい，子房がなく胚珠がむきだしになっている植物のな

かまを裸子植物という。 

(b) 受粉すると，やがて胚珠は種子になり，子房は果実になる。マツの花には子房はなく，花粉は胚珠に直接

受粉するが，子房がないので受粉後に果実はできない。よって，ウが誤っている。 
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【過去問 36】 

次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2019 年度） 

問４ 植物の体のつくりに興味を持った太郎さんは，理科の授業で，シダ

植物とコケ植物の特徴をまとめることにした。まず，図５のような，

シダ植物やコケ植物の特徴を書いたカードを用意した。次に，図６の

ように，黒板に円を二つかき，シダ植物だけに当てはまるカードをＡ

の場所に，コケ植物だけに当てはまるカードをＣの場所に，シダ植物

とコケ植物の両方に当てはまるカードをＢの場所に，それぞれ貼り付

けた。 

次に，理科室で育てているコケ植物のスギゴケをルーペで観察しよ

うとしたところ，図７のＸの部分が，Ｐのように，乾燥して 

図５ 

 

図６ 図７ 
  

縮れていた。そこで，太郎さんは，コケ植物の，水の吸収と移動に関する特徴について学んだことを生かし，

図７のＸの部分を，Ｑのように，水を含んだ状態にもどしてから観察した。 

(1) 図５の○Ⅰと○Ⅱのカードは，それぞれ図６のＡ～Ｃのどの場所に貼り付ければよいか。Ａ～Ｃから一つず

つ選び，その記号を書け。 

(2) 次の文の①，②の{ }の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，ア～エの記号で書け。 

 コケ植物の体には，維管束が①{ア ある  イ ない}。また，図７のＸの部分を，ＰからＱの状態にす

るためには，②{ウ Ｘの部分  エ Ｙの部分}を水で湿らせるとよい。 

 

問４ 
(1) ○Ⅰ  ○Ⅱ  

(2) ①  ②  

 

問４ 
(1) ○Ⅰ Ｂ ○Ⅱ Ａ 

(2) ① イ ② ウ 

 

問４ 

(1) コケ植物とシダ植物は，ともに胞子でふえる。また，コケ植物には根，茎，葉の区別がないが，シダ植物には

根，茎，葉の区別がある。 

(2) コケ植物には維管束がなく，体全体から水を吸収する。図７のＹの部分は仮根といい，体を固定するはたらき

があるが，シダ植物や種子植物の根のように，大量の水を吸収するはたらきはない。 
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【過去問 37】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2019 年度 A） 

問１ こういちさんは，校外学習に行き，図１のように台座に岩石が使われている偉人の像を見て，その台座を

ルーペで観察した。次の日，こういちさんは理科室で，台座に使われていた岩石と似た火成岩の岩石標本の

色やつくりを肉眼やルーペで観察した。図２は，こういちさんが観察した岩石標本のスケッチと観察結果を

まとめたノートの一部である。このことについて，あとの(1)～(3)の問いに答えよ。 

図１  図２  

(1) 図１の台座に使われている岩石のように，手に持って観察す

ることが難しいものを，右の図のようなルーペで観察するときの

ルーペの使い方として正しいものを，次のア～エから一つ選び，

その記号を書け。  

ア 目と観察するものとの距離を 20cmほどに保ったまま，ルーペを前後に動かして，よく見える位置で観

察する。 

イ ルーペと観察するものとの距離を 20cmほどに保ったまま，顔を前後に動かして，よく見える位置で観

察する。 

ウ ルーペを目に近づけて，ルーペと目との距離を保ったまま，顔を前後に動かして，よく見える位置で観

察する。 

エ ルーペを観察するものにできるだけ近づけて，ルーペと観察するものとの距離を保ったまま，顔を前後

に動かして，よく見える位置で観察する。 
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問１ (1)  

 

問１ (1) ウ 

 

問１ (1) 観察物を手に持って動かせない場合は，ルーペを目に近づけ，顔とルーペとの距離を保ったまま顔を動か

し，よく見える位置を探す。観察物を手に持って動かせる場合は，観察物を動かしてよく見える位置を探す。 
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【過去問 38】 

明さんは，光合成で使われる物質を調べる実験を行った。次の    内は，その実験の手順と結果を示したも

のである。 

（福岡県 2019 年度） 

【手順】 

オオカナダモを入れた試験管Ａと，
から

空の試験管Ｂを準備す

る。次に，水を入れたビーカーに青色のＢＴＢ液を加え，ス

トローで息をふきこんで緑色にし，これをＡ，Ｂに注いでゴ

ム
せん

栓をする。そして，図１のように，Ａ，Ｂに
じゅう

十
ぶん

分に光をあ

てた後，ＢＴＢ液の色を調べる。 

図１ 

 

【結果】 

 

問１ この実験においてＢを用いることで，どのようなことを確かめることができたか。「光」，「ＢＴＢ液」の

２つの語句を用いて，その内容を簡潔に書け。また，この実験でＢを用いたように，調べようとすることが

ら以外の条件を同じにして行う実験を何というか。 

問２ 【結果】の（ ）内から，適切な語句を選び，記号で答えよ。また，この実験の結果からわかる，光合成

で使われた物質の名称を書け。 

問３ 実験後，明さんは，下線部にふくまれる気体について調べる実験を行うことにした。次の    内は，そ

の実験の方法について説明したものである。文中の（ Ｘ ）にあてはまる具体的な操作を，１つ簡潔に書

け。また，（ Ｙ ）に入る，光合成でできる気体の名称を書け。 

オオカナダモを入れたペットボトルに，ストローで十分に

息をふきこんだ水を満たしてふたをし，数時間光をあてる。 

次に，図２のように，オオカナダモから出てきた気体を水

中で試験管に集める。 

その後，集めた気体の中に（ Ｘ ）。このときの変化から，

集めた気体の中に（ Ｙ ）が多くふくまれることを確かめ

る。 

図２ 
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問１ 
内容  

名称   実験 

問２ 
記号  

名称  

問３ 
Ｘ 

 

 

Ｙ   

 

問１ 
内容 

例 

光をあてるだけでは，ＢＴＢ液の色が変化しないこと。 

名称 対照 実験 

問２ 
記号 Ｐ 

名称 二酸化炭素 

問３ 
Ｘ 

例１ 

火のついた線香を入れる 

例２ 

 気体検知管を入れて気体を吸いこむ 

Ｙ 酸素 

 

問１ 試験管ＡとＢとでは，オオカナダモが入っているかどうかという条件だけが異なっている。この２本の試験

管に光をあてた結果を比べ，光をあてただけでは試験管ＢのＢＴＢ液の色が変化しないことが確認できると，

試験管Ａで見られたＢＴＢ液の色の変化には，オオカナダモが影響しているといえる。このように，調べたい

点以外の条件を全て同じくして行う実験を，対照実験という。 

問２ ふきこんだ息には二酸化炭素が多くふくまれているため，試験管内に息をふきこむと，二酸化炭素が液に溶

け，酸性が強くなる。この実験で使用したＢＴＢ液は，もとが青色（アルカリ性）を示していたので，二酸化炭

素が溶けたことでより酸性が強くなり，その結果，中性（緑色）となっている。オオカナダモに光をあてると，

オオカナダモは光合成に二酸化炭素を使うため，液中からは二酸化炭素が減少し，アルカリ性に戻ったことで，

ＢＴＢ液はふたたび青色を示すようになる。 

問３ 植物が光合成を行うと，二酸化炭素を吸収して酸素を放出する。酸素が得られたことを確かめるには，たと

えば，酸素がもつ，ものが燃えるのを助ける性質を利用することが考えられる。酸素を集めた試験管に火のつ

いた線香を入れると，線香は炎を上げて激しく燃える。 
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【過去問 39】 

次の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2019 年度 一般） 

問１ ゾウリムシを顕微鏡で観察する。(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) プレパラートをつくるとき，図１のようにピンセットでカバーガラス

の端をつまみ，片方からゆっくりとかぶせる。このようにすると観察し

やすいプレパラートができるのはなぜか，簡潔に書きなさい。 

図１ 

 

(2) 図２のような顕微鏡で観察するときの操作として，次のア～エを正し

い手順に並べ，記号を書きなさい。 

ア プレパラートをステージにのせ，クリップで固定する。 

イ 接眼レンズをのぞきながら反射鏡の角度を調節して，視野全体が

一様に明るくなるようにする。 

ウ 接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回して，対物レンズとプレ

パラートを離していき，ピントが合ったら止める。 

エ 横から見ながら調節ねじを少しずつ回し，対物レンズとプレパラ

ートをできるだけ近づける。 

図２ 

 

 

問１ 
(1)  

(2) →    →    → 

 

問１ 
(1) カバーガラスとスライドガラスの間に空気の泡ができないから。 

(2) イ → ア → エ → ウ 

 

問１ 

(1) スライドガラスにカバーガラスをかけるときは，片方からゆっくりかぶせるようにすると，中に空気の泡がで

きず，観察しやすくなる。 

(2) 顕微鏡で観察するときは，まず広い範囲を見るために対物レンズを低倍率にしたあと，接眼レンズをのぞきな

がら反射鏡の角度を調節して，視野全体が一様に明るくなるようにする（イ）。次に，プレパラートをステージ

にのせ，クリップで固定し（ア），横から見ながら調節ねじを少しずつ回して対物レンズとプレパラートを近づ

ける（エ）。最後に，接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回して対物レンズとプレパラートを離していき，ピ

ントが合ったら止める（ウ）。 

対物レンズとプレパラートを離しながらピントを合わせるのは，対物レンズとプレパラートを近づけながらピン

トを合わせようとすると，対物レンズとプレパラートがぶつかって対物レンズに傷がついたり，プレパラートを

こわしたりするおそれがあるからである。 
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【過去問 40】 

次の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2019 年度 特色） 

問１ 次の図は，アサガオ，イチョウ，イヌワラビ，イネ，サクラ，ゼニゴケの６種類の植物をいろいろな視点

で分類したようすを模式的に表したものである。(1)，(2)の問いに答えなさい。 

図  

(1) 「種子をつくるかつくらないか」は，分類の視点ア～オのどこにあてはまるか，記号を書きなさい。 

(2) 図中の      で囲まれているイヌワラビが属する植物のなかまには，他にスギナがある。この植物の

なかまを何というか，書きなさい。 

 

問１ 
(1) 分類の視点   

(2) 植物 

 

問１ 
(1) 分類の視点 ア 

(2) シダ 植物 

 

問１ 

(1) アサガオ，サクラ，イネ，イチョウは種子植物であり，種子をつくってふえる。イヌワラビ（シダ植物）とゼ

ニゴケ（コケ植物）は種子をつくらず胞子でふえる。したがって，ア。 

(2) イヌワラビ，スギナ，ゼンマイなどは，胞子でふえ，根・茎・葉の区別があるシダ植物のなかまである。 
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【過去問 41】 

次の観察について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2019 年度） 

【観察】発生のようすを調べるために，カエルの受精卵を継続して観察した。受精卵は，まず１回細胞分裂をし

て２細胞の
はい

胚になり，その後さらに細胞分裂を繰り返して，オタマジャクシになった。 

問２ 図１は，カエルの受精卵および胚の発生のようすを観察する際に

用いた双眼実体顕微鏡の模式図である。次のア～エを双眼実体顕微鏡

の正しい操作順に並べ，その記号を左から書け。 

ア 右目だけでのぞきながら
び

微
どう

動ねじでピントを合わせる。 

イ 両目の間隔に合うように，
きょう

鏡
とう

筒を調節し，左右の視野が重なって

１つに見えるようにする。 

ウ 左目だけでのぞきながら
し

視
ど

度調節リングを左右に回してピントを

合わせる。 

エ 
そ

粗
どう

動ねじをゆるめ，鏡筒を上下させて，およそのピントを合わせる。 

図１ 

 

 

問２ →    →    → 

 

問２ イ → エ → ア → ウ 

 

問２ 双眼実体顕微鏡を使うときは，まず両目の間隔に合うように鏡筒を調節する。次に粗動ねじを使っておよそ

のピントを合わせてから，右目だけでのぞいて微動ねじで細かいピントを合わせる。それから左目でのぞき，

視度調節リングで左目側のピントを合わせる。 
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【過去問 42】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2019 年度） 

問１ 拓
たく

也
や

さんは，学校で育てたピーマンの花と果実の観察を行い，記録をまとめた。次は，その記録の一部で

ある。 

 ピーマンの花と果実の観察  

〔観察日〕 

７月４日から８月 20日 

〔目的〕 

ピーマンの花のつくりと果実への変化を観察する。 

〔方法〕 

Ⅰ 花の各部分をはずして台紙にはる。 

Ⅱ 花から果実への変化を，写真をとって継続的に観察する。 

Ⅲ 果実を縦に切って，断面を観察する。 

〔結果) 

・ 方法Ⅰで調べた花のつくりは図１のとおり。 

・ 方法Ⅱで観察した果実への変化の写真とそのようすは図２のとおり。 

・ 方法Ⅲで観察した果実の断面のようすは図３のとおり。 
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図１ 

 

図３ 

 

図２ 

 

(1) 図１のおしべ，がく，花弁について，花の外側から中心のめしべに向かってついている順に並べたとき，

外側から２番目にくるものは①（ア おしベ  イ がく  ウ 花弁）である。また，双子葉類には，

花弁が互いに離れている離弁花類と，花弁がくっついている  ②  類があり，ピーマンは  ②  類であ

る。 

 ①の（  ）の中から正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。また， ②  に適当な語を入れなさ

い。 

次に拓也さんは，緑色をした果実と赤色をした果実に

ついて，それぞれ表面をうすく切ってプレパラートをつ

くり，顕微鏡で観察を行った。その結果，図５のように，

緑色をした果実の細胞には緑色の粒が見られたが，赤色

をした果実の細胞には緑色の粒は見られず，赤色の粒が

見られた。 

図５ 
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さらに拓也さんは，ピーマンの果実や葉を用いて次の

実験を行った。図６のように，試験管Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを準

備し，試験管Ａには緑色をした果実を，試験管Ｂには赤

色をした果実を，試験管Ｃには葉を，適当な大きさに切

りそろえて入れ，試験管Ｄには何も入れず，それぞれに

息をふきこんでゴム栓をした後，光を当てて放置した。

１時間後，それぞれの試験管に少量の石灰水を入れて再

びゴム栓をし，よく振って石灰水の変化を調べた。 

表７は，その結果を示したものである。 

図６ 

 
表７ 

 試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ 試験管Ｄ 

石灰水の

変化 

ほとんど変化し

なかった。 
白く濁った。 

ほとんど変化し

なかった。 
白く濁った。 

(3) 試験管Ｄのように，材料を入れない試験管を準備するのは，結果のちがいが植物のはたらきによることを

確認するためであり，このような実験を  ①  実験という。また，表７の結果から，試験管Ａと試験管Ｃ

は，植物のはたらきによって②（ア 酸素が増加  イ 酸素が減少  ウ 二酸化炭素が増加  エ 二

酸化炭素が減少）したことがわかる。 

  ① に適当な語を入れなさい。また，②の（  ）の中から正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。 

(4) 表７について，試験管Ａと試験管Ｂの石灰水の変化にちがいが見られたのはなぜか。その理由を，図５の

緑色の粒の名称を用いて，その粒で行われるはたらきにふれながら書きなさい。 
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問１ 

(1) 
①   

②   類 

() 

(3) 
①   実験 

②  

(4)  

 

問１ 

(1) 
① ウ 

② 合弁花 類 

() 

(3) 
① 対照 実験 

② エ 

(4) 
葉緑体が見られる緑色をした果実では，光合成が行われるが，葉緑体が見られない赤色を

した果実では，光合成が行われないから。 

 

問１ 

(1) 被子植物の花は，花の外側から中心に向かって，がく，花弁，おしべ，めしべの順についているものが多い。

また，被子植物のうちの双子葉類は，花弁が互いに離れている離弁花類と，花弁がくっついている合弁花類に

分けることができる。 

(3) 調べようとする条件（ここでは，材料を入れるか入れないか）だけを変え，他の条件（ここでは，息をふきこむ，

光を当てる，など）を同じにして行う実験を，対照実験という。対照実験を行ってその結果を比較することで，結

果のちがいが変えた条件によって生じたものであることを確認することができる。 

 また，二酸化炭素は石灰水を白く濁らせる性質があり，試験管ＡとＣでは石灰水がほとんど変化しなかったこと

から，この２本の試験管では二酸化炭素が減少したことがわかる。これは，この２本の試験管では，ふきこんだ

息に含まれる二酸化炭素が植物の光合成の材料として使われたためである。 

(4) 試験管Ａに入れた緑色をした果実には，緑色をした粒である葉緑体が見られたので，光合成が行われる。一方，

試験管Ｂに入れた赤色をした果実には，葉緑体は見られなかったので，光合成が行われず，二酸化炭素が減少し

なかったと考えられる。 
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【過去問 43】 

太郎さんと花子さんは，緑色植物の体のつくりとはたらきを調べるために，次の観察を行い，実験の計画を立

てた。問１～問５に答えなさい。 

（大分県 2019 年度） 

 ツバキのようすを観察した。 

[図１]は，そのスケッチの一部である。 

 ツバキの葉の断面を顕微鏡で観察するため，葉の一

部を切りとった。切りとった葉の一部を観察しやすく

するため，できるだけうすく切った。 

[図１] 

 

 うすく切れた切片を選んで，プレパラートをつくり，

顕微鏡で観察した。 

[図２]は，そのスケッチの一部である。 

[図２] 

 

問１ [図１]と同じように，葉脈が網状脈になっている植物として適切なものを，ア～オからすべて選び，記号

を書きなさい。 

ア エンドウ イ イネ ウ ツユクサ エ タンポポ オ アブラナ 

問２ [図２]で，観察された緑色の小さな粒を何というか。名称を書きなさい。 

問３  で，下線部の操作を行うとなぜ観察しやすくなるのか。その理由を簡潔に書きなさい。 

光合成は葉のどこで行われているか，予想した。 

【予想】 

葉の光があたったところだけで光合成が行われ，デンプンができる。 

太郎さんは，予想を確かめるために，次の実験の計画を立てた。 

【計画した実験】 

Ａ ポトスの葉に十分に光をあてる。 

Ｂ Ａのポトスの葉の１枚を[図３]のように，

あたためた（ ① ）にひたして脱色し，水に

つけてやわらかくして，ヨウ素液につける。 

［図３］ 
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問４ Ｂの下線部が正しい文になるように，（ ① ）に当てはまる語句として最も適当なものを，ア～エから

１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 炭酸水 イ ショ糖水溶液 ウ 酢酸カーミン液 エ エタノール 

この実験について，花子さんと太郎さんが話をした。 

花子：ポトスの葉に光をあてる前に，デンプンがない状態の葉を用意しておく必要があるんじゃない

かな。 

太郎：そうだよね。実験を始める前の葉にデンプンがあったら，光とデンプンの関係がわかりにくい

よね。実験を始めるときは，葉にデンプンがないということが大切だよね。 

花子：そう。それと，もう１つ。光があたったからこそデンプンができたといえるように，比較がで

きる実験にする必要があるね。 

２人は，【予想】を確かめることができるようにするため，【計画した実験】を次のように見直した。 

【見直した実験】 

ａ ポトスの葉にデンプンがない状態をつくるために，一昼夜，光を通さない袋でポトスのすべての

葉をおおう。 

ｂ 次の日，ａのポトスにかぶせていた袋をはずす。 

ｃ （ ② ）ために，ｂのポトスの葉のうち１枚を[図３]のように，あたためた（ ① ）にひたし

て脱色し，水につけてやわらかくして，ヨウ素液につける。 

ｄ 光があたったところだけでデンプンができることを確かめるために，（ ③ ），十分に光をあて

る。 

ｅ ｄのポトスの葉を[図３]のように，あたためた（ ① ）にひたして脱色し，水につけてやわら

かくして，ヨウ素液につける。 

問５ ２人の会話をもとに，【見直した実験】が正しい文になるように，（ ② ），（ ③ ）に当てはまる語句

を書きなさい。ただし，（ ② ）にはｃの実験の目的が，（ ③ ）にはｄの実験の操作がそれぞれ入る。

なお，（ ① ）には【計画した実験】の（ ① ）と同じものが入る。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 

② 
 

 

③ 
 

 

 

問１ ア，エ，オ 

問２ 葉緑体 

問３ 
例 

細胞の重なりが減り，光が通りやすくなるから。 

問４ エ 

問５ 

② 
例 

葉にデンプンがないことを確かめる 

③ 
例 

葉の一部をアルミニウムはくでおおい 

 

問１ エンドウ，タンポポ，アブラナは双子葉類で，葉脈が網状脈になっている。イネ，ツユクサは単子葉類で，葉

脈が平行脈である。 

問２ 図２の細胞内に見える緑色の小さな粒は，葉緑体である。 

問３ 顕微鏡は，観察するものの下側から光を通して見るしくみなので，葉をうすく切ることで細胞の重なりが減

り，光が通りやすくなって観察しやすくなる。 

問４ 葉を脱色するには，あたためたエタノールを使う。なお，イのショ糖水溶液は，花粉管の観察のときに柱頭

に近い条件にするために用い，ウの酢酸カーミン液は，細胞の観察のときに核や染色体を染色するために用い

る。 

問５ 【見直した実験】の前に，花子さんは，太郎さんとの話の中で 

Ⅰ．「デンプンがない状態の葉を用意しておく必要がある」 

Ⅱ．「光があたったからこそデンプンができたといえるように，比較ができる実験にする必要がある」 

という２つのことを主張している。 

【見直した実験】のａ，ｂで，ポトスの葉に一昼夜光をあてないようにした後，ｃでは葉の１枚を脱色してヨ

ウ素液につけているが，このとき，もともと葉にあったデンプンは消費されていて残っておらず，ヨウ素液の

反応は見られないと考えられる。このような操作は，Ⅰ．のことを受けて葉にデンプンがないことを確かめる

ために行っていると考えられ，（ ② ）にはこの内容が当てはまるとわかる。 

次に，ｄでは，（ ③ ）の前に「光があたったところだけでデンプンができることを確かめるために」とある

ので，Ⅱ．のことを受けて対照実験を計画しており，葉の一部をアルミニウムはくなどでおおい，光があたる

部分とあたらない部分をつくっているのだということがわかる。（ ③ ）にはこの内容が当てはまる。 
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【過去問 44】 

次の各問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2019 年度） 

問２ 図１の顕微鏡を使って小さな生物などを観察するとき，視野全体が均一に明る

く見えるように調節するものとして最も適切なものは図１のア～エのどれか。ま

た，その名称も書け。 

図１ 

 

 

問２ 記号  名称  

 

問２ 記号 エ 名称 反射鏡 

 

問２ アは接眼レンズ，イは対物レンズ，ウは調節ねじ，エは反射鏡である。反射鏡を動かして，視野全体が明る

く見えるようにする。 
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【過去問 45】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2019 年度） 

問２ たかしさんは，植物の蒸散について調べる実験を行った。まず，葉の枚数や大きさ，茎の太さや長さがそ

ろっている同じ植物の枝を３本準備した。次に，図のように，葉にＡ～Ｃに示す処理をした枝をそれぞれ同

じ量の水が入ったメスシリンダーにさし，水面を油でおおった。その後，光が当たる風通しのよい場所に置

き，２時間後にそれぞれの水の減少量を調べた。表は，その結果である。 

 ただし，水の減少量は，蒸散量と等しいものとする。また，ワセリンをぬったところでは，蒸散は行われ

ないものとし，気孔１個あたりの蒸散量はすべて等しいものとする。 

図 表 

 

 
水の減少量

〔cm3〕 

Ａ 5.2 

Ｂ 2.1 

Ｃ 6.9 

  

１ この実験で，水面を油でおおったのはなぜか。 

２ 表のＡとＢの結果から，この植物の葉のつくりについて考えられることを書け。 

３ たかしさんは，「Ｃの水の減少量は，すべての葉の表側と裏側からの蒸散量の合計である。」と考えていた

が，実験の結果からこの考えが適切ではないことがわかった。 

(1) この考えが適切ではなかったのはなぜか。その理由を「蒸散量」ということばを使って書け。 

(2) Ｃの水の減少量のうち，すべての葉の表側と裏側からの蒸散量の合計は何 cm3か。 

 

問２ 

１  

２  

３ 
(1)  

(2) cm3 
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問２ 

１ 水面から水が蒸発するのを防ぐため。 

２ 葉の気孔の数は，葉の表側よりも葉の裏側のほうが多い。 

３ 
(1) 

Ｃの水の減少量には，茎からの蒸散量がふくまれていることを考えていなか

ったから。 

(2) 6.5 cm3 

 

問２ 

１ この実験では，植物の蒸散による水の減少量を調べる実験なので，水面から水が蒸発してしまわないように，

水面を油でおおう。 

２ 気孔１個あたりの蒸散量がすべて等しいならば，蒸散を行う気孔の数が多いほど蒸散量は多く，水の減少量は

多いと考えられる。表より，ＡとＢを比べると，水の減少量が多いのはＡなので，葉の裏側からの蒸散量が表側

からの蒸散量よりも多い。したがって，この植物の気孔の数は葉の表側よりも裏側に多いといえる。 

３ 

(1) ＡとＢの水の減少量の和（5.2＋2.1＝7.3〔cm3〕）がＣの水の減少量 6.9cm3と等しくならないことから，茎から

の蒸散量も考えなければならないことがわかる。 

(2) Ａは葉の裏側と茎からの蒸散量，Ｂは葉の表側と茎からの蒸散量，Ｃは葉の表側と裏側と茎からの蒸散量であ

る。したがって，Ｃの蒸散量－Ａの蒸散量＝葉の表側からの蒸散量 となるので，葉の表側からの蒸散量は，6.9

－5.2＝1.7〔cm3〕また，Ｃの蒸散量－Ｂの蒸散量＝葉の裏側からの蒸散量 となるので，葉の裏側からの蒸散量

は，6.9－2.1＝4.8〔cm3〕 したがって，葉の表側と裏側からの蒸散量の合計は，1.7＋4.8＝6.5〔cm3〕 
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【過去問 46】 

次の文は実加さんと恵里さんの会話である。あとの問いに答えなさい。 

（沖縄県 2019 年度） 

実加 この夏休みに，おじいちゃんが庭にホウライカガミという植物を植えたよ。オオゴマダラの幼虫の

エサになる植物なんだって。 

恵里 オオゴマダラって，あの大きくて白と黒のまだら模様のチョウだよね。 

実加 そう。来年は庭でヒラヒラと飛んでいるかもしれないんだ。沖縄県のチョ

ウ《県蝶》の候補にもなったんだよ。 

恵里 県のチョウって決まってなかったんだね。 

 

実加 県の木や花は決まってるんだけどね。県木はリュウキュウマツで県花はデイゴなんだよ。デイゴっ

て，大きな木になるけどマメ科なんだよ。 

恵里 植物以外にもあるのかな。 

実加 動物にも指定があるよ。県鳥はノグチゲラで，県魚は※タカサゴなんだよ。 

（※ タカサゴの方言名はグルクン） 

〔Ⅰ〕 生物の分類に関する次の問いに答えなさい。 

問１ 次の図は，陸上に分布する植物の分類を表している。リュウキュウマツはどれにあたるか。ア～カから１

つ選び記号で答えなさい。 
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問２ 次の植物の特徴をあらわした組み合わせのうち，デイゴを含む双子葉類の特徴をあらわした組み合わせ

はどれか。最も適当なものをア～クから１つ選び記号で答えなさい。 

根のつくり  茎の維管束の並び方  葉脈の通り方 

Ａ Ｂ  Ａ Ｂ  Ａ Ｂ 

  

 

  

 

  

 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 

根のつくり Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

茎の維管束の並び方 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

葉脈の通り方 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

 

問１  

問２  

 

問１ ウ 

問２ カ 

 

問１ リュウキュウマツはマツのなかまであり，マツは種子植物のうち裸子植物のなかまである。裸子植物は，胚

珠がむき出しという特徴を持つ。 

問２ デイゴはマメ科なので，双子葉類のなかまである。したがって，根のつくりはＢのように主根と側根を持つ。

また，茎の維管束は輪状で，葉脈は網状脈であるので，カとなる。 

 

 


